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1創立5周年を迎えて

　本研究所は昭和24年6月1日国立遺伝学研究所として、発足してから昭

和29年6月1日をもつて5周年の日を迎える～二とになつた。

　とれを機会に創立5周年記念式を挙行するととも1こ、開設の紹介を行う

ため、研究所設立請願人及び関係者、官界、学界、地方名士を招待し臨席

を願つた。

　当日はその前日からの雨もからりと晴れわたり、記念式を寿ぐかの如く

官1プ）婆もくつきりと青空に誓えてhた。

　祝念式は午前11時半から設立請願人、設立関係者、官界、学会、地方名

1：多数の参列を得て国立遣伝学研究所講堂で行われた。広い第一講堂も満

員の盛況であつた。

　ます乙藤庶務部長の司会で開会が宣せられた。次いで小熊所長の式辞は

国立の遺伝学研究所の必要が叫ぽれだした時代から開所に至るまでの経過

と研究所の現況について、1時問余に亘り、詳細な辞が述べられた。その

式辞には遣伝学会の長老としての苦心の跡がしのばれ、聞くものをして感

動せしめた。

　次いで拍手に迎えられて、文部大臣、農林大臣、日本学術会議会長、文

部省直轄機関代表、静岡県知事、静岡県議会議長、三島市長、日本遺伝学

会会長等から、次kと厚情のあふれた激励や称讃の祝辞が述べられた。そ

のあと各方面からの祝電の披露が行われて式を終つた。

　引きつづき別室において祝宴が催され、祝盃をかたむけながらも各自思

い思v、に研究所の創立までの苦心や思い111識こ花をさかせ、如何に創立に

到るまでに苦労が払われたかということが、なごやかな雰囲気の中にもし

のばれた。大杉静岡大学長の発声で乾盃、つづいて研究所万才の声は祝宴

場にあふれた。

　祝宴が終つて見学係の案内で来賓を三つの班に分けて所内見学が行われ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1



た。

　陳列室は研究者の苦心した貴重な研究資料が室内一ぱいに列べられ・見

る人をして眼をおどろかせた。

　ゴルトシュミット文庫、電子顕微鏡室、X線室、恒温室、ショウジョウ

バエ飼育室、調節温室、ネズミ飼育室等の最新の設備と設計に驚き、且

つ、遺伝学の領域の如何に深遠であるかと言うことを知り、ヒれらの設備

を用いて素晴しい研究の成果を望みつつ、係員の説明に耳をかたむけた。

叉遺伝学者の間には訪れる度毎に設備と内容とが整備されているtとに驚

き、且っ羨望の声をもらしている人も見受けられた。

　見学は終つても、なお三k五々、久し振りに巡り会つた設立関係者の間

には、当時の懐旧談に時のたつのも忘れたかの如く・芝生の上に座した

り、記念の写真を撮つたり、木蔭に憩V・ながら語りあつている場面も、あ

ちこちに見受けられた。

　記念式のすべての行事も盛会のうちに滞りなく終えるごとを得たごと

は、所長をはじめ所員一同欣快に堪えなV・ところである。

　こごに所長式辞、来賓祝辞等を中心として、その経過と情況を記録し後

日の参考と思い出の資とするものである。
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Il［式 辞

国立遺伝学研究所長　小　　熊

　本日、国立遺伝学研究所の創立5周年を迎えるに際し・かくも多数の来

賓をむかえて祝賀の式典を挙げる乙との出来ましたことは、我・ec　vaとり誠

に光栄であると共に感謝1こ堪えない次第であります。

　ll廠、新しい機関が創設せられその事業が開始されます時には、必す先

す開投の式典を挙げるのが慣例とされて居ります。～二の点に於いて本研究

所はいささか趣を異にし、会は5年を経過した今日迄遂にその期を齢

に過したのであります。それには一つの理由がありまして詳しくは後で御

了解のtとと思いますが、要するに、創立臨時費を持たすに出発しました

ので、遂にその運びに到らなかつたのでありました。従つて本日は創立5

年を祝賀する式ではありますが、同時に本研究所を紹介する開所式を兼ね

た企であるということをも、御了解願V・たいのであります。

　そもそも、我κが国立の遺伝学研究所をつくり、ここに遺伝に関する各

分野の知能を集め、生物の生活現象の申で一見神秘とまで思われるような

遺伝に就て、その理論を究め、更に応用の面を研究し、小にしては日本の、

大にしては広く人類の幸福を増し度hという念願を持つて日本遺伝学会の

中に研究所創立委員会をつくつたのは、昭和15年のことでありました。

　当時、日本の国は漸く人口と食糧のアンバランスが目立つようになり、

その解決策として戦争を賭けてまで国外に足を伸し始めた時であります。

人口の過剰は著しく目立つようになり、人口政策が市井の日常の話題にな

る有様でありました。その一つの対策として、優生法案が議会で論議され

るようになつたのは、との時であります。遺伝性の悪質を国民から追い出

すとし・うヒの法案は、民族の質というごとを考えれば必要であります。し

かしながら当時に於ける人間の遺伝に関する論拠は、なお甚だ薄弱な、且

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
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つ不確侭なものでありました。法案よりも研究が先行さるべきだと我kは

考えたのであります。民族から悪い形質を除くtとの必要と並んで・民族

のもつ優良な形質は積極的に育てねばなりません。従つて、民族の将来を

考えるときには、先す、遺伝という現象が人間に於てどうし・う風に現われ

るものかを確立しなければなりません。その上にごそ権威ある法律が生れ

てくる筈です。我々はごのごとをこの際痛切に感じたのであります。最近、

人間の遺伝学は、急激に進歩しました数字の巧なる利用によつて、実験の

出来ない場合でも正確に遺伝の現れ方が、次第に判明しつつあります。最

近の国際遺伝学会に於ても人類遺伝学の研究発表は・実に磐しい数に上つ

て居ります。優性問題はやがて人口問題に直結して来ます。従つて遺伝の

研究は日本に於てこそ、強力に進めねばならぬ重要な問題であります。

　人口問題に直接結びついている大きな問題に食糧問題があります。叉・

とれに附随して各種工業の原料の増産も問題となります。現在の作物が何

れも祖先の遣産として残された優良なものであるごとは間違いないとして

も、我Wの知識は更に改良を加えて、一層良質にして生産量の多hものを

作りつつあります。かかる育種の方法に於て、遣伝学の演する役割は誠に

大きなものがあります。或る特定の品種を選んで作つた雑種第一代は、雑

種強勢とし・う現象を現しますが、とれを利用して驚く可き増産を挙げるこ

とや、病原菌に対する抵抗性を利用して病気に罹らぬ品種を作るととや、

人為的に遺伝子の集りである染色体に変化を起さしめることや、或は3ζ、

放射能を利用して遺伝性ある優良品種を作り出すことや、我kが直に着手

しなければならなV・とれらの問題は、総て遺伝学の裏付けがあつてこそ初

めて有効になつてくるのであります。

　この様に考えて居りますと、当時、日本遺伝学会が研究所を創つて・日

本の直面して居るこれ等の問題を解決したいと思つたのは、学徒の考えと

しても極めて当然のtとであります。その上、遺伝学は、自然科学界に於

ては原子物理学と並んだ若V・学問でありまして、しかも短期間の中におど

ろくべき進歩を遂げた学問であります。その上取り扱うものが複雑なる生

活現象であるのでその学理究明には、単なる生物学方法の他に数学、物理

4



学及び化学の方面から歩調を併せて行ぐととが、絶対不可欠となって来た

のであります。従つて、これ等自然科学の各分野に於ける知能が一堂に集

められれば、その総合された申心に遺伝現象を置く～二とによつて、恐らく

飛躍的IC見事な成績が挙げられると信じます。とれは大学に講座を増すと

bうようなこととは、根本的に意味が違うのであります。日本遺伝学会の

意は、全くここに在つたのであります。

　しかしながら、ととは容易に成熟しませんでした。そとで、日本学術振

興会の内に遺伝に関する特別委員会を創り、研究所の出来る迄でも遺伝に

関して強力なる研究陣を張ることになりました。第四特別委員会がそれで

あります。～二の委員会は学術振興会の助力によりまして、日本の遣伝学者

が綜合的に研究を行い多くの成果を挙げて居ります。この特別委員会は研

究を促進する目的のものであつて、研究所設立の運動は依然として、創立

委員会によつて続けられました。しかし、戦争は益女はげしくなり、交通

も次第に危険となり、自然～二の運動も不活澄にならざるを得なくなつたの

であります。

　昭和20年終に日本が降伏して戦争は終りました。そして日本は将来、戦

争を放棄していわゆる文化国家としてス‘y・一一トすることになりました。そ

？：で、国立遺伝学研究所創設の機運が来たものと信じ、改めて日本遺伝学

会は、遺伝学研究所設立準備委員なるものを創り、当時の文部大臣（田中）

に設置方を依頼するのを手始めとして、あらゆる面に新しく活動を開始し

たのであります。当時の日本は、敗戦の直後とて人心も極めて不安、国家

財政も極めて緊迫し、加うるに占領軍の圧力甚だ大きく、総ての面に於て

我々の意図は容易に達せられるとは思えませんでした。そとで、次善の策

として、先す民間の研究団体を作り、政府が補助金を出して研究を進める

とbうととが考えられ、ここに財団法人遺伝学研究所の設立を見たのであ

ります。この法人設立に就ては、中央馬事会から20万円の寄贈を受けこれ

をi基金とし、研究費は文部省から助成金として出して貰うことになつたの

であります。この法人は事務所を山階鳥類研究所に置き、とりあえず各地

の国立大学にその分室を配置して、研究を進めるeとになりました。昭和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　5
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22年の4月のごとです。元よりとの財団設立は飽く迄次善の策でありまし

て、我kは国立の研究所設置運動の手を決してゆるめは致しません。昭和

22年の9月、遂に文部省の省議が決定し、創立予算1億円、3力年継続と

して初年度5千万円の予算が計上されました。残念なことに、翌23年4月

10日の閣議に於て国立遺伝研の予算は、不採択と決りました。当時の文部

大臣は、現広島大学長森戸辰男氏であります。～二の際の我々の失望はどん

なでありましたろう。我々は設立準備委員は即刻、森戸文部大臣を訪ね政

府に再考を求めました。そして色k折衛の末、最小限度の予算を以て出発

することに決め再び閣議に…容かる1とに了解を得、遂に閣議を通過して7

月5日に国立遺伝学研究所の予算は議会を通過したのであります。との間

に於ける森戸文相以下、文部省の諸君、並に大蔵省の関係官諸氏の努力に

対しては、誠に感謝の辞がありません。ごの際政府の支出する金額は極め

て小額のものに過ぎなV・eとは明かですが、国家の財政困難の際に於て、

国家百年の前途を見つめながら、この研究所を新設した～ことは、日本の文

化史の上に輝しい足跡を印したことだと信じて居ります。

　しかし乍ら、まだ一つ面倒な問題が残されていました。それは設置法案

が改めて国会の承認を得なければならないととです。先きに話した様に日

本は占領下にあります。事女に占領軍の賛成を得なければなりません。～二

れに就ても、我女は予算以上に苦心をしたtとを、今も決して忘れるとと

が出来ないのであります。幸にして当時、文部省の茅局長と司令部のケリ

ー博士とが数多レ障害を排して事を円満に解決して行かれたので、遂に設

置法案も議会を通過し、昭和24年5月31日に法律第146号を以て文部省設

置法が公布せられ、～二こに我々多年の宿望が実現されるに至つたのであり

ます。国立の研究所ができました上は、財団法人の研究所は当然解消さる

べきでありまして、eの財団は以来、遺伝学普及会と名を更め、本研究所

の外郭より各種の点で研究所を援助し、一方遺伝学を一般社会に普及する

ための事業を始めることになつたのであります。

　以上のような経過を以て研究所はできましたが、次に来るべき問題はそ

のあるべき位置であります。との点に就ては、すでに財団法人の研究所が

6　　°



できたときから我々はそれを研究しておつたのであります。そして・それ

には三つの條件が必要でありました。その一つは場所です。研究所の所在

地は寒地でも酷暑の地でも不適当です。試験圃場の利用期間が短くなるか

らです。この点で湘南地方から西は静岡までが先ず選ばれました。その二

は既設の建物があるeとです。新営の予算がないからです。そしてその三

は、建物に直結した相当広い耕地があることです。とれら三点を満足する

ような所を探しました。そして遂に現在の所が決定されたので、これを現

在のように使用する迄には、また、甚だ多くの方kの御援助を仰いだ～二と

でありました。中に、今は故人となつた前三島町矧鵠周一氏を決して忘

れるヒとができません。ごの土地は誠に日本でも有数なる景勝地であり、

気候もよろしく、空気は清浄で雑音も少なく、作物を試育し、動物を飼育

するのに好適であるのみなら穴思索の上にも得輸環境であるごとが過

去5年の経験で明かに立証せられ、一同非常に満足して居る有様でありま

す。

　以上述べました様に、創立はしたものの、創立臨時費を全く持たないで

tの建物に入り、事業を開始したのでありますから・過去の5年というも

のは、云わば総てを設備の完備に費したといつても過言ではない様であり

ます。研究所のスタッフは元よb、ごのことを覚悟して研究費はできるだ

け他より貰つてくるという努力をして、協カー致、設備の充実をはかつて

きました。創立の当初、我女は先す文部省に小さい部屋を一つ借りまして．

それを事務所として辛うじて創設百般の事務をとつて居ました。その間に

現在の建物入手の話合いが成立して．　Hlil和24年12月1日に⊇へ移つて参

　りました。我々がとこに移つてきた当時に於けるこの本館の姿はどうであ

　りましたろう？　成程、床面積は広い、それに並んで立つて居る別棟の工

場に比べると、新しくて立派でもあります。と～二うが元来が研究所として

できたものでもなV・し、叉戦争末期の建築であれば当然のことではありま

すが、構造の脆弱なtとには、一同失望の念の深レ・ものがありました。天

井の漆食いはところどとろ浮き上つて居つて既に落ちたところもありま

す。二階の天井は全部取り払らわれて吹き抜きです。戦争の名残でありま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7
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す。それに床が弱くて机上に置V・た顕微鏡が廊下を歩く人の震動によつ

て、正確な像を結んでくれなhのです。その上、電力は辛じて灯火用のみ

であるし、瓦斯、水道のような基本的の設備が全くありません。とれでは

如何に研究者の意気が旺盛でも、本格的な研究なぞは思いもよりません。

我々は先すこの様な根本的な施設から完備して行かねばならなかつたので

す。

　丁度この様な現状のときに、ゴルトシュミット博士の文庫を譲り受ける

話が起りました。同博士は現代遺伝学の黎明期より世界学界の陣頭に立っ

て輝かしい遣伝学の体系を築いた学者の一人であり、叉政府の招きによつ

て日本にも3回来朝し、日本に於て遺伝学が長足の進歩を遂げたごとも、

同博士に負うところがすこぶる多いのであります。その博士の文庫は恐ら

く世界の何れの国の学者にでも大きな価値を認められていたものに異V・あ

りません。それを入手する機会を得たということは同博士が本研究所の創

立に大きな期待をかけたからに他なりません。幸にも、政府が多くの外貨

を特に提供してくれましたので、との最も貴重なる文献を入手するととが

できたのですが、tの貴重なる文庫を容れる安全な不燃質の建物がないの

です。ついで、電子顕微鏡を入手しました。しかし、それを据えつける頑

丈な床がありません。更に、レントゲンの器械を入れましたが、矢張り同

様であります。丁度その頃、静岡県知事をされていた小林武治氏が見えて、

我々の苦境を見るに忍びす、直に県会に呑つてこれ等を安全に火災より保

護し、研究を能率的にするため、鉄筋の本建築を新築提供されるととにな

りました。次でこの事業は次期の斉藤知裏に受けつがれ、遂に今日見るよ

うに立派に完成されるにいたりました。この際、両知事、並びに県民にた

いし、心から感謝の意を表す次第であります。との不燃の建物は我々に非

常な安心感を与えると同時に、重量の多い器械の据え付けも理想的に行わ

れるため、研究の面に於ても極めて正確、且つ能率が高められるのは当然

であります。しかもヒれが誘い水のような役目をも果して、今度はそれに

接続して国費の増築ができましたことは、全く二重の喜びであるといわね

ばなりません。勿論まだ床面積は小さいものですが、そこに我kは生化学

8



に関する低温室等を持っことができたのであります。毎年文部省が科学研

究費として大学、研究所に出している金は相当の額に上つておりますが、

本研究所も、亦その恩恵に浴し、最近完成した調節温室と鼠飼育室などは

その主なるものです。何れも最新の設備と設計とによつて建てられ、一般

にモデル設備とまで言われております。～二の間、瓦斯と水道、それに電力

も迂余曲折はありましたが、28年度の末までに全部完成し．～二たに始めて

研究所としての基本設備ができ上つたわけで紗ます・・？Nt一方・研究所Q

敷地には、前の所有者である富士産業会社の工場一棟が恐しく広い地積を

古めて容易に取りはらいにならす、少なからす困つておりました。しかし、

たれも咋年の末に取りごわされ、その広い地面が研究用に役立っようにな

り、ことに始めて自己所有の土地の全面積を計画的に使用し得るようにな

bました。

　以上は過去の5年を顧みて、無一物から出発した研究所が今日迄に確保

し得た研究設備の大要であります。次に研究陣発展の跡をたどつてみまし

よう。創立の際、我貞は10部門を持つところの理想的な構想を持つて居り

ました。ところが政府は初年度に3部門で出発するように予算の編成をな

し、残りは毎年漸増の方針をとつたのであります。我貞としてこれは不満

には違いあません。しかし、日本の財政面から見て無理からぬことと思

V・、我パは喜んで～二の3部門構成で出発したのであります。3部門とは形

質遺伝部、細胞遺伝部及び生理遺伝部であります。しかるに翌年もその翌

年も新しい部門は全然認められず、結局4年間というものは始めのまま据

え置きという状態になつたのであります。研究部門がそのままあると云つ

ても研究の範囲を何時迄も3部門特有の範囲に限つて居つたのでは到底所

期の目的を達するととはできません。まして本研究所設立に対する我kの

根本的理念である総合研究の実が上る筈もないのであります。従つて我κ

は部門の構i成形式は3部門としても、その内容に於ては必要と認める研究

分野の人を既成部門に配置せざるを得ないのでありました。この苦しb4

年が過ぎて5年目に入るに及びまして、ごヒに初めて新しい部門が増設さ

れましだ。生化学遺伝部がそれであります。次で本年度には応用遺伝部が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9



加わり、本日第5周年記念に当り漸く5部門の構成ができ上りましたtと

はともかく我kの喜びに堪えない次第であります。理想としては更va　5部

門が残されているわけで、ヒの完成を目ざして我々は一層の努力をbたさ

ねばなりません。特に最近、水素爆弾の実験からみても放射線遺伝の部門

はあらゆる観点からしても早急lc新設さるべきものであると信じます。研

究員の数は勿論、研究部門の数に依存しますから創立当初から第4年目迄

は、16人を出ることができませんでした。従つて研究内容から見て一人二

役とbうような無理をする人が多くなり、部門増加の実現が急を要するよ

うになつたのは自然の勢だと見ねばなりません。この際生化学遺伝部の増

設により4人を、更に応用遺伝部の増設により4人を増し、ここに定員が

24名となり若干の補助員を加えて研究面は著るしく強力になつてきまし

た。誠に喜びに堪えないところであります。

　以上の如く、設備の点でも、人員の点でも、過去の5年間は主力をその

充実に向けねばならなかつたので、研究そのものは非常な苦境に置かれて

いたことは否めません。それにしても各研究員は一同精魂をつくして研究

を続けてきました。それは次の業績を見れば明らかであります。即ち著書

として刊行されたもの28篇、論文として内外の雑誌に発表されたもの実に

145篇に達しております。勿論、ヒれ等は発行済みの分であつて、目下印

刷中のものは含まれておりません。本研究所は創立と殆ど同時に、いち早

く世界によびかけて我々の熱意と構想とを伝え、あらゆる面での援助と協

力とを要望したのであります。このアナウソスメソトは世界中の遺伝関係

の機関に送られました。この企は各国で意外な反響を呼び、多くの学者か

ら好意ある通信や、激励の手紙を数多く受けとつたのであります。その実

例の一つは、先に御話したゴルトシュミッF先生の図書であります。同先

生は我烏のアナウンスメントを読み、その構成人に多くの有能学者を認め

たるが故にその蔵書の永久の所蔵を我々に図つてこられたのであります。

eの声明書は、まだ一篇の報告文書は元より、ガス、水道の如き基本設備

さえ無き創立当初に発表したにもかかわらす、世界の学者が如何にごの研

究所創立に深い関心，e持つたかは、相つhで研究所を訪れる各国の遺伝学

10
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者の名前からも、叉その数からも証明することが出来ます。

　先す訪れたのがマラー博士です。マラr・一・博士はX線により突然変異を誘

発した研究により、ノーベル賞を授与された米国イソディアーナ大学の教

授であります。博士は印度に講演に招かれて行つた際、わざわざ寄り道を

して訪問されたのです。次にH・H・プルー博士は、米国原子力委員会の

医学生物学部長ですが、広島のABCCに連絡のため来日してわすかの時を

さいて来所されました。叉K・ラミア博士は印度に於て、稲の育種に就て

大きな貢献をした遺伝学者ですが、先般一日を研究所に寄られ、所員と研

究上の討議をして帰られました。叉ポーラソド出身の遺伝学者で目下、ジ

ャバの堺ス壕務局rc居るウオルスキー博士は特に一日をさV・て訪問さ

れ、最近には英国ケソブリッジ大学の名誉教授ゲーツ博士の訪問を受け、

細胞遺伝学に関する：　NZvat聞くZとができました・その他・印度の遺伝学

者パルササラシー博士、’オハイオ大学教授グリ・一ン博士等枚挙に暇のない

程であります。

　我wが研究から得たととろのものは当然世界に公表しなければなりませ

ん。叉一方、国内にもそれを充分熟知させる必要があります。そこでとり

あえ．2種の定期刊行物を出すごとにして居ります。その一は英文で書か

れたアンニュアル・リポートでありまして年一回定期的に発行し、全世界

の関係機関に送つて居ります。本年第4号を目下準備中であります。叉そ

の一つは日本文で編集した研究所年報でありまして、日本国内に広く配布

して居り、今月その第4号が発行されたところであります。この2種の印

刷物の他に別の形態で研究業績を発表する報告書をffiす必要もあるかと考

　えて居りますが、総てが国際的に成りつつある現状からみて、当然それは

国際性を持つたものでなければ意味をなしませんから・目下考慮中に属し

　て居るという範囲を出て居りません。

　　との研究所が創設されました時に、いち早く専売公社からタバコの遺伝

　に関する研究の委嘱がありました。我wは熟考の上これを引き受けること

　として爾来、引き続きその仕事をやつて居ります。叉3年前に日本の民間

　養鶏家が出資して社団法人全国種鶏遺伝研究会を組織してその研究一切を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11
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本研究所に委任して居ります。

　本研究所が過去5年間に歩いて来た道の大筋は大体以上のようなもので

あります。大方の諸君が己に推察されるように、tの道は決して坦kたる

大道ではありませんでした。否むしろ切り開くには余りに抵抗の多い茨の

道であつたとも云えるでありましよう。唯創立の初めからZの～二とを充分

覚悟して居りました所員一同は、心を合せてこの道を拓いてきたのであり

ます。そして漸く今、基本的な設備が整いましたので、この設備の上に立

つて一層本格的な研究態勢をとり得る様になつたのであります。5周年の

式典を開所の式典と考えてもよいという理由もここにあるのであります。

昭和15年日本遺伝学会が総合研究所の設立を思いたつてから、数えますと

実に15年の歳月が流れてしまbました。ローマは一日にして成らすの感が

泌kと味われる次第であります。との聞におきましてこの研究所のために

働いた方々は、遺伝学会の会員は元よりのこととして、各種の委員会の委

員として研究方面に尽力された諸君、請願委員として国会方面に活躍され

た諸君、学術振興会の第四特別委員会設置に尽力を願つた諸君、財団法人

遣伝学研究所設立に援助を賜つた諸君、文部省を始めとして農林省、厚生

省、大蔵省関係の諸君、El本学士院、日本学術会議等W数えてくればその

数はおどろくべき多数に上りますし、一方静岡県庁及び当三島市の当局始

め地元の後援者も決して少ない数ではありません。とれ等数多い方kも本

日ごの研究所が5周年を迎えて、研究の地岡めの成つた1とを知られて定

めし心からの喜びを感じておられることと確く信じて居ります。我々研究

所内部の者はこれ等の方女に対して中心より御礼の辞を申し上げ度いと思

います。そして今後におきましても研究所が如何に発育成長して行くかを

常に温V・心を以つて見守il　）更に一層の御後援を賜わらんととをお願いす

る次第であります。

12



‘　祀 辞

辞 文部大臣　大　達　茂　雄

本日、～二～二に国立遺伝学研究所創立5周年記念式が挙行されるにあた

り、一言所感を述べる機会を得ましたことは、私の深くよろこびとすると

r．ろであります。

　国立遺伝学研究所が、昭和24年6月創立されましてから諸種のきびしい

制約のもとに置かれながら、年1年と成長して、その構成も今では、形質

遺伝部、細胞遺伝部、生理遺伝部および、生化学遺伝部の各部のもとに、

侵秀なる設備を有する各研究室を擁し、また近く応用遺伝部の増設を予定

されてその研究事業も軌道に乗つてまレ・りましたZとは、まことに御同慶

に堪えないとeろであります。そもそも国立遺伝学研究所設立の議は、は

やく昭和15年8月開催された日本遺伝学会第13回総会の議決にさかのぼる

のでありますが、本研究所は実にその後、10余年にわたる同学会ならびに・

日本学術振興会第4特別委員会のかたがたの絶大なる御努力の成果であり

ます。また本研究所の今日あるは、静岡県、三島市等の終始かわらぬ御支

援のたまものでありまして、本日のめでたい記念式にあたり関係各位の御

努力に対して、ととにあらためて深い感謝の念をささげます。

　今やわが国は、日進月歩の国際社会に立ちまじつて自立体制を強化すべ

き段階にあり、われわれ国民は、全力をあげて積極的、かつ建設的な活動

を展開すべき時期に際しております。この時にあたり、あらゆる生物科学

の基礎をkすとともに、広く人口優生、農業等の諸分野にわたつて、深い

関連を有する遺伝学の研究が、国の施設と運営とのもとに、着六として進

行しつつあることは、まことに意を強うするに足りるとtろであります。

　あたかも、今日ごとに本研究所がその創立を記念して祝典をあげるにい

たりましたごとは、よう～二びに堪えなV・ととろでありまして、との機会に

本研究所の創設経営に心をくだかれました所長はじめ、所員御一同その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13
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関係各位の日ごろの御労苦に対し、深厚の敬意を表するものであります。

学術に国境なく、その進歩にはとどまるところがありません。しかも、人

類社会の発展、向上が学術研究の成果に負うところの大きV・ととは巾すま

でもなV・ところであります。私は、本日の式典を心から慶祝するとともに、

所員各位が国家内外の情勢と本研究所に課せられた使命の重大性とにかん

がみ、深く健康に御留意の上、さらに各部門相互の提携を緊密にし、その

機能を遺憾なく発揮されんtとを切望してやまない次第であります。

祝 辞 農林大臣　保　利 茂

l
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　本日、ヒこに国立遺伝学研究所創立5周年記念式を挙行せられるに当

り、一言印述べる機会を得ましたtとは、私のまことに欣快とするととろ

であります。

　顧みて当研究所が設立されましたのkl　）昭和24年6月でありますが、そ

の誕生を見るまでには、局外者の窺V・得ない幾多の困難を経なければなら

なかつたことと奔察されます。遺伝学と云うものは、最も基礎的な学問で

ありますが。一方地味な学問であつて、それだけ一般には関心の割合に薄

い部門であり叉一つには戦後の社会が混乱と不安の申に低迷してbたと云

う事情が設立の困難を大きくしたと思われるのであります。そうした中に

あつて、日本学術振興会をはじめとし、約10年に亘つて、当研究所の実現

のために、御尽力下さつた方iec　va対しては。満腔の敬意を惜しまないもの

であります。

　そもそも農業の生産力を増大し、食糧の供給を豊富にし、農家経済の安

定を計ることは、刻下の急務でありますが、特に、作物、家畜等の品種を

改良する～二とは、非常に重要な問題でありまして、農林省におきまして

も、従来からこれに力を注ぎ、幾多の顕著な成果をあげて来たのでありま

す。申すまでもなくeの晶種改良は、遺伝学の基礎の上に立つて、その進

歩に従つて、発達するものであります。殊に今後におV・ては、作物晶種に

対する耐病性の賦与、わが国農家経営に適合した家畜の系統育成等の必要

z4



が認められ、従つて、現在以上に進んだ能率的な育種法の確立が急務であ

ると思われるのでありまして、農林省としましても、遺伝学の進歩を望む

～二と切なるものがあり、当研究所に対するわれわれの期待も叉、甚だ大き

い訳であります。

　本研究所が、かくの如き遺伝学の総合的研究機関として、充分の成果を

挙げるには、現在の組織、施設等には、なお十全でなb点もあり、将来を

まつて拡充せられる御計画であると聞きますが、かくして、当研究所が、

名実共に、日本遺伝学界の申心となり、近き将来において、必すや世界的

研究所として、発展されるものと信するものであります。

　すでにして設立後5周年を迎えましたこの研究所が、今後もひたすら発

展と充実の途を進まれるよう、衷心から祈念してやみません。

　一言所懐を述べて、祝辞と致します。

辞 日本学術会議会長　茅 誠　　司

　本日、国立遺伝学研究所の創立5周年記念日を迎えて、斯界専門家の皆

k様方と共に、私も心からお祝を巾し上げます。

　当時、創設の～二とに関係いたしました一人として、5年前の今日、～二の

研究所が孤々の声を挙げて、発足するまでの経過を顧み、誠に感慨深V・も

のが御座います。大学の講座等では、実行できなV・ような、遺伝学の研究

を、植物学、動物学等すべての分野から、総合研究して、産業、食糧の危

急を救いたい、その為に、国立の遺伝学研究所を設立して、全国到る所の

研究者の研究の場としたいとの要望が、遺伝学者の与論となり、稀にみる

熱心な運動が、時の政府を動かして、遂に、予算的措置がとられるに至り

ました。しかるに、その官制の制定せられようとした時は、占領軍の駐留

下であり、その中に、三島市のような学術の中心から遠隔の地に、大学と

離れて研究所を設立するtとは、不適当でありとする強い反対が起りまし

た。ヒの反対は、非常に強く、一時はζの研究所ls　）流産に終るかとさえ

危ぶまれたのでありますg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15
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　しかるに、斯界研究者の一致団結した熱意と、折よく米国より帰任した

占領軍のケリー博士の理解によつて、tの困難は排除する～二とができ、5

年前の今日、～二こにその産声を挙げるtとに成功いたしました。

　爾来、小熊所長を始めとして、所員諸氏の昼夜をわかたぬ努力は、着々

として成果をあげ、叉文部省当局も、その設備充実に意を重ねた結果、今

日の状態に達するととを得たのであります。しかしながら、日に月に、急

速に進展する遺伝学の研究に3訊（て、世界の水準を凌駕するためには、劃

期的な設備の充実と、物理学、化学等の他の分野との協力が、絶対的に必

要であることは、申すまでもありません。設立後5年の今日、所員諸氏

は、自画自讃されるごとなく、なお努力を傾倒され、叉文部当局も、これ

を機会に、安心されるtとなく、最新式設備の設置に意を用いられん～二と

を、強く要望するものであります。

　来る1956年には、遺伝学に関する国際シンポシゥムが開催されるtとに

なり、既に日本学術会議に国際遺伝学会議組織委員会が設けられ、逐次準

備を整えておりますが、その中心は、何と申しても、当研究所に置かれて

いるのであります。とのシンポシゥムが皆様方の御協力によil　）必すや立

派な成果をあげられるものと確く期待しております。

　今や揺藍期を終え、成年期に入る第5周年記念日に当りまして、tの研

究所が設立当初の遺伝学者の総意に応え、叉その研究成果が、産業、食糧

の面に反映して、一般社会の期待に添うよう、大V・に発展するeとを、心

から希つて、私の祝辞といたします。

辞 文部省直轄機関代表岡田 要

　本日、国立遺伝学研究所創立5周年記念式を挙行せられるに当り、文部

省直轄機関を代表して祝辞を述べる機会を与えられましたごとは、私の光

栄とするととろであります。

　思いますに、終戦後我国の諸制度が急激に変革せられ、あまつさえ経済

の変動に伴う国家財政類難茱極めた時期に際し、この研究所の設立が計画

16



せられたのでありますが、よく幾多曲折と困難を克服して、昭和24年その

創立を見ましたごとは、とれ、全くわが国遺伝学の弛輿な発展が然らしめ

たことではありますが、その聞に処し、文部当局、地元関係者はもちろん、

実際その設立の衝に当られた学会当事者の苦心努力の賜物でありまして、

ヒこに深く敬意を表する次第であります。遺伝学は川すまでもなく、われ

われに最も身近な研究分野を占めております。人類の遺伝に関する研究は

オすまでもなく、生物の晶種改良、育種栽培等における遺伝学の貢献は、

やがて農畜産の進歩発展となり、人類の福祉増進に寄与した役割はまとと

に大なるものがあります。幸いわが国における遺伝学は世界に伍して遜色

なき業績を上げ、各国注目の的となつております。

　国歩多難な時にもかかわらす、本研究所の創立を見たのも、まヒとに偶

然ではなV・のでありますが、さらに、近く国際遺伝学会議が、わが国で開

かれるようになりましたことも、全く故なしとはしないのであります。本

研究所の果さるべき使命は従来にも増して、重、かつ、大を加えられるこ

とでありましよう。私どもはととに創立5周年の盛儀に参列し、本所の過

去における業績を讃え、その発展を祝福するとともに、さらに将来への輝

しい発展を祈つてやみません。ごとに文部省直轄機関を代表し、一言所懐

を述べて祝辞といたします。

祝 辞 静岡県知事斉藤寿夫

　本日、国立遺伝学研究所創立5周年記念式が挙行されるに当り、一言御

祝を印述べる機会を得ましたごとは、私のようeびに堪えないとtろであ

ります。

　本研究所は、我が国唯一の総合的遺伝研究機鯛として、人類の優良形質

遺伝に関する研究は勿論、あらゆる生物資源に対する遺伝学的研究を重ね

る～二と、ヒこに5年、その存在の意義と重要性とは、漸く内外の認めると

～二ろであります。昨年、11月、第25回日本遺伝学会大会が、当地に於て盛

大に開催せられたのも故あるところであつて、本研究所がその蒲実なる研

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17
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究成果と相倹つて、国際的にも次第に重要な地位を築きつつありますこと

は誠に御同慶にたえない次第であります。原子物理学の研究が、驚異的発

展をとげつつある時、地道な遺伝学の研究が、本研究所を中心として・今

後益w進展し、やがて日本民族の繁栄に寄与する様念願してやまないもの

であります。

　終りに小熊所長はじめ、所員各位の創立以来の労苦に、深甚なる敬意を

表すると共に、本日の5周年記念を契機として、今後、愈々発展せられる

様祈つて祝辞に代える次第であります。

祝 辞 静岡県議会議長吉野倫將

　本日、国立遺伝学研究所5周年記念式典が挙行せられるに当り・県議会

を代表し所員はじめ関係各位に一言、御喜び巾上げる機会を得ましたeと

は、私の深く喜びとする処であります。

　当研究所は昭和24年、動植物の現わす遺伝現象の究明による人類文化の

向上、発展に資する目的のもとに、わが国唯一の総合遺伝学研究所として

創設されましたが、発足以来幾多の研究が統けられ既に煙草品種の改良、

種鶏の育成等の研究委託も受けて、荊Aその成果を上げ・わが国産業の伸

展に多大の貢献をいたしております～二とは周知の通りでありますが・更に

叉、当研究所の主催になる遺伝談話会、研究発表会等もたびたび開催さ

JU　）わが国の文化向上の為にも大きな役割を果しておるヒとも見逃せない

ととであります。かような研究業績と相倹つて、斯道権威者の来訪も繁く

今や漸うにして、国際的地歩を占めつつありますtとは洵に慶祝に堪えな

し、とヒろであります。何事であれ、研究と云うことは並大抵のことではな

く、とりわけ遺伝学のように、その結果を見出すに長時日の実験と、研究

を繰返さなければならない仕事に従事されておる所員の皆さんの忍耐と、

御苦心には、唯々敬服するばかりであります。県議会といたしましても・

本日の創立5周年を機会に遺伝学に対する認融を新たにし・今後・出来る

限りの御援助をいたす考えでありますが、所員の皆さんに於かれましても

18



当研究所の使命の重大性に想いをいたされ、益k、研究に御精進あらんこ

とを切望する次第であります。終りに臨み、当研究所のいよレOよの御隆昌

を祈念し、以つて祝辞といたします。

肌 辞 三島市長松田吉治

　本日、救lc意義深い当研究所開所5周年記念式典が催されますことを心

からお慶び申し上げます。

　今から5年前箱根街道の松並木の聞から見える錦田の高台に遺伝学研究

所というものが出来ると聞いた時、申し訳ないことながら、市民の殆んど

が何の闘心も示しまぜんでした。そして、所内の畑に色々の植物が成長を

はじめても益κ解らない表情をしておりました。しかし、お気軽な先生が

たは所長さんをはじめ皆さんで、見学の学生や団体に対しても、御繁忙な

研究の申をおさき下さつて、懇切な解説をして下さり、叉時には街で催す

講演会等にも何時でも心よくお出かけをいただくなど、実に御迷惑をおか

けして参bました。しかし、市民は只今ではすつかり私達の樹の遺伝学と

いう気持になり、解らないながらも批界人類の幸福のための大研究が行わ

れていることに思をいたす様になりました。そして、近頃では御ゆく旋人

が富士の眺を賞で水の藁しさをたたえたりいたしますと、三島にはもう一

つ国立遺伝学研究所があり、そして世界に有名な先生がたが研究していら

しやいますと帥曼もしたり衡の名誉とも感じている次第であbます。

　叉昨年はこの地に日本遺伝学会大会が麗かれ数百人のその道の先生がた

がお集りになり、それぞれの研究発衰をいたされたのでありますが、私ど

もにはその片鱗さえも理解に困難なことながら、自然科学の領域の如何に

深遠であるかとレ・うことに今更に驚きを味つた次第であります。しかし、

僅かな科学知融しか持たない私共にも、この人類文化への・一…一つの不安とし

ては，科学の進歩が必すしも常に人類に有利のことのみではないような気

がいたすのであります。目下、日本中の不安とされる放射能間題にしても、

ヒれが次の時代の誓々の子孫にどういう形で生かされるかということ一つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19



teしても誠に感慨なきを得ないので協りまして、今とそ人類は百年の計の

為に真の優生を考える時であると思う次第であります。此の時に当り・幾

多の秘められた自然の原則叉そtから生れる人類への影響、これ等の総べ

てをあげて諸先生方の御研究に大きな期待が寄せられているのでありまし

て国民全体が否、人類全体が一筋にその光をこの箱根路の高原に求めてい

るのであります。私ども市民は先生がたの御研究に出来得る限り物心両面

の御協力を申し上げ、先生がたが好條件のもとで御勉強願えますように最

善の努力をいたしますことが市民の義務であり、叉文化を理解する態度だ

。と深く感する次第であります。

　記念式典にあたり、日頃の先生がたの御厚意1ご感謝をいたしますと共1こ

諸先生の御健祥と吾が遺伝学研究所の益々御発展をお祈りして祝辞といた

します。

帆 辞 日本遺伝学会会長篠遠喜人

iiI

，卜

1

l

本日、国立遺伝学研究所の5周年記念式典がおとなわオ1ますにあたり・

日本遺伝学会はつつしんでお祝を申しあげます。

国立遣伝学研究所と日本遣伝学会とはふかい因縁をもつております。t

のtとは国立遺伝学研究所の要覧第1頁にも明らかでありますし・ただ今

の小熊所長の式辞からもうかがえます。昭和15年8月京城で開かれました

大会で、日本遺伝学会は満場一致して国立遺伝学研究所設立の決議案を可

決しました。日本遺伝学会は、それからは国立遺伝学研究所設立委員会を

申心として、その委員長は今の国立遺伝学研究所の所長の小熊先生で鋤

ましたが、10年の久しい聞その実現につとめ、ヒの大戦ののちは・さらに

熱心に片山内閣と吉田内閣とにはたらきかけたのであります。そしてつい

に昭和24年6月1日にその誕生を見ました。

　ヒのときから日本遺伝学会の手からははなれましたが、その生長をじつ

と見守り、その発展をもつともつよく願つたものは・日本遺伝学会であつ

たとV、つてもよろしいかと思います。はたして私どもの期待しましたよう

、ll



に、tの5年の間の進歩のあとにはいちじるしいものがあります。そのす

ぐれた研究者と多くの業績、その近代的な設備、経験のふかV・事務職員、

さらにそこに見る～二とのできる将来への発展の約束など、すべてはその証

拠であります。

　およそその国の文化の水準の高さは、その国の科学文化のそれが有力な

尺度であるといわれます。わが国の遺伝学は幸にもその一つであるともい

えましよう。とのことは、さきほど茅会長のお祝辞の中にもありましたよ

うに、昭和31年、1956年に日本に国際遺伝学会議を開く～二とが、昨年の

夏ブラソスのニースで開かれました国際生物科学連合や4タリ・…hのベラジ

オにありました第9回国際遺伝学会議で、満場一致で認められたことによ

つてもわかります。

　～二の会議のときは、世界各地よりすぐれた遺伝学者が日本に集るであり

ましようが。そのときにあたり、とのようなりつばな国立遺伝学研究所が

ありますととは、まことに幸であり、心強いごとであるといわなければな

りません。これがあることの意義は重大でありましよう。

　このように、国内的にも国際的にも大きな役割をもつ～二の研究所が、と

ヒにその第一期の仕事を終つて、そののちへの発展の基礎をそなえ、その

使命をはたすのに明るい見とおしをもつようになられましたことは、まこ

とにおめでたいtとと、ごとに心からお祝を申しあげ、これからのすごや

かな御発展を祈るしだいであります。

　i：れをもつてお祝のことばといたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（当日口述したものより要旨を後記）。
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　　　　　　　　　　IV玩　　　　電

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参議院議長河井’弥八

ま掌三究所の創立5周年を祝し’⌒功蹴し』働

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参議院議員野田卯t一

創立5周年の御盛典を祝し、今後の成果を期待します。　∴・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑑誤二松’4定吉

∀纏典を綱申し上げ註

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衆議院議員　遠　藤　三　郎

　創立5周年記念の御盛典を祝し、今後の発展を祈る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広島大学長森戸辰男i

　創立5周年記念を祝し、今後益々学術発展のため貢献されんeとを祈り

ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　北瀦培長島　善ms　”

　本日の御盛典を祝し、今後の一層の御発展を祈る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　島根農科大学長　竹　崎　嘉　徳

　御盛典を祝し、今後の御発展を祈る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　京都大学名誉教授桑田義備

　5周年記念日に際し、謹しみて貴所の大きな御発展を祝す。

　　　　　　　　　　　　　　　　北海道大学理学部長　杉野目晴貞

　創立5周年を祝しb貴所の御発展を祈る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋大学教授　増　　井　　　清

御盛典を祝す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ
　　　　　　　　　　　　　　国際基督教大学教授篠遠喜人

5周年の祝典をおよろこび申上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大学教授小野・知夫

御盛会を祝し、今後の御発展を祈る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都工芸繊維大学

御盛典を祝し、今後の御発展を祈る。，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金沢大義核融所

御盛典を祝し、今後の御発展を祈る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本・大学

　国立遺伝学研究所5周年創立記念式の御盛典を祝し、今後の御発展を祈

るo

　　　　　　　　　　　大分県温泉熱利用農業研究所長　宮　沢　文　書

創立5周年を祝す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永井威三郎

　御盛典を祝す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染色体学会

　貴所の5周年式典を祝す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仙台談話会

　御盛会を祝し、今後の御発展を祈る。　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23
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V　創立5周年記念式概要

　日　　　時　昭和29年6月1日11時30分

　場　所国立遺伝学研究所講堂

　記念式次第

　1・開式の辞
　2・所長式辞
　3・来賓祝辞
　4・祝電披露
　5．閉式の辞
　　　式終了後祝宴、所内見学、

◎　招待状発送者及出席者

（註　○印は出席者を示す）

固立遺伝学研究所般立請願人関係

一職　　　　　名 1氏　　　　名 北海遣大学教授 松　浦　　一

（昭和22年現在） 会田竜雄
前　解　岡　市　長 宮崎通之助

元農林省農嚇試験場長 安藤広太郎 農　事試験場長 ゜盛永俊太郎

京都大学助敦授 千野光茂 東京農林幕門学校長 永井威三郎
東京大学敦授 福田邦三 北海描大学敦授 長尾正人
九州大学助教授 福島栄二 郡　是　蚕研所長 申　田太郎
東京大学敦授 ρ古畑種基 京都大学敦授 ゜西　山市三
九州大学教授 林頒二郎 東京大学敦授 ゜野　口　弥吉
民族科学研究所長 ゜池　見　　猛 お茶の水女子大散授 ゜岡　　　　徹

岡　山大学敦授 ゜猪野俊平 東北大学敷授 大里俊吾
東北大学敦授 伊　藤　　実 東　京大学敦授 坂　口　康蔵

京都大学教授 香川多夫 凍京大学敦授 ゜佐1々木清綱
衆　離　院　議　貝 角　田幸吉 広島文瑚大敦授 ゜下斗米直昌
国　際　印刷駈長 ゜笠井重治 東京大学敦授 ゜篠遽喜人
厚生省公衆徹巨院技官 川上理一 前農林省農事試験場長 寺　尾　　新
熊　本大学敦授 木田文夫 前京城大学医学部長 上　田常吉
静　岡　泉　知　事 小林武治 農林省蚕糸試験場嘱託 ゜梅谷与七郎
片倉蚕糸研究所長 小針喜三郎 東京大学敦授 和田文吾
東京蚕糸大敦授 木暮棋太 前台北大学敦授 山根甚借
千葉　医大激授 小池敬事 山階鳥類研究所長 ゜山階芳鷹
九　大名誉敦授 槻纈理一郎
厚生省公衆術生院技官 古屋芳雄

国立遺伝学研究所設立関係

静　　岡　　市　　長 増　田　　茂
＿　　　　，一　　　一　　　一　『　　　　　　一　　　　一　　　　　一

E 茗一［氏　　　茗＝

参　鱗　院　磯　貝 松村真一郎 日　本学士院長1山田三良『



衆議院議員
　　ク
参議院議員
元三島市助役
大日本ビール研究所長

参議院議員
元内閣総理大臣

元文部大臣
衆議院議員
　　ク
元文部省苓門科学局長

大阪学芸大学講師

元商工省技官
衆議院議員
参議院議員
衆議院議員
　　ク
元東大膿学部長
元東大医学部長

北隆館肚長
元三島町長
東北大学救授
田rll鉱業株式会枇々長

前京城大学敬授
元　毎　日　新　IUj旋己　者

元丈部次官
前日本皐売公肚剛総裁

参議院眺鼓
衆議院醗員
口本鋤物学会々頭
口本航物学会々畏
日　本　’ヒ　頚‖　学　会　長

同本林学会長
口本人類学会長
前学脅院教授
日本学術振興会

竹田儀一
船田亨二
西山富佐太
゜田辺寿之助

松山茂助
桜内辰郎
片山　哲
森戸辰男
北村徳太郎

近藤鶴代
゜清水勤二
゜松本賢三
゜下島儀貞
苫米地義三

河崎ナツ
和田博雄
野溝　勝
゜田申丑雄
田宮　猛
゜福田良太郎
゜花島周一（夫人）

小野知夫
田中次郎
鈴木　清
石川欣一
有光次郎
野田卯一一
一松定吉
芦田　均
合田得輔
小倉　謙
戸塚武彦
吉田正男
゜長谷部言人
゜服部広太郎

新谷武衛
日本遺伝学会名春会員

コー⊂工〕珪　名
日本遺伝学会名祥会員

e

ク

’

増井　清
゜寺尾　博
山口弥輔
゜保井＝ノ

一一

ク

ク

ク

ク

星野勇三
桑田義備
゜三宅駿一
宮沢文吾
野原茂六
竹崎嘉徳

日本遺伝学会各地麟話会代表者

職　　　名1氏　 名

札幌談話会
仙台談話会
東京談話会
新潟談話会
松本談話会
名古鼠談話会
富山談話会
京都談話会
大阪談話会
岡山談話会
幅岡談話会
熊本談話会
宮崎1啖話会

゜牧野佐二郎

岡部作一
゜森脇大五郎

江村1雄
゜福田宗一
島村　環
小林貞作
゜木原1均
吉川秀男
゜大倉永治
永松土日
鈴木簡一郎

片山磯勇
財団法人遺伝学普及会関係

職　　　名L」董＿＿＿＿．名．一

東京都立竹早寓校長

東京敢育大学敏授

東京大学敦授
京都大学教授
大阪大学敦授
農…業技術研究所
東京女子大学教授
名古趨大学助故授
東京女子医大教授
東京農端大学教授
遺伝普及会ポ業部委風

　　ク

東京大学助教授
東京大学敏授
東京郁立北園高校敏官

群鵬大学敏授
宇都宮大学助救授

申路正義
゜平塚直秀
゜湯洩　明
゜山下牽介
安澄柵八郎
゜山崎義人
多羅尾四郎

近藤恭司
゜久保田くら

゜近藤典生
佐藤辰水
゜山田映次
゜佐久間情
゜田中僧徳
゜井上英ご
゜山浦　篤
9F関伺栄
宮本平治
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参議院議長 P河井弥八

官庁関係　　／会；課
職一一一 @　一一名1一氏一一一一一名□｜大学学術局長

：閣蕊大：鳥㌧駆熟蕊
　　　　　　　　　1ク　主　 任

参議院議員
　　ク
　　ク
　　ク
前農林大臣
衆議院議員
　　ク
　　ク
　　ク

前文部大臣
　　ク

前文部嚇務次官

　　ク
　　ク
日本学術会議会長

文　部　大　臣
文部政務次官
丈部事務次官
次官嚇務室
総　務　課　長
人　事　課　長
課　長　補　佐

　　ク

　　ク
　　ク
人　 事　 課

　　ク
会　針　課
課　長　補
主
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ク

ク

ク

ク

ク

長

佐

査

㌶曇1研究。雪霊
藤原道子ト研究助成課
石黒忠篤1　　ク
広川弘禅　　

ク

石橋湛山　　ク
遠藤三郎　　ク
勝間田清一学　術　課　長
久保田豊　ク　 補　佐

山田弥一1学　術
高瀬荘太郎　　ク
天野貞砧　　ク
岡野清豪　　ク
剣木亨弘　　ク
伊藤日出登学術情報室長
日高第四郎学術情報室

。茅　　誠　司1駈　会　教育局長

大達茂雄調　査　局　長
。福　　井　　勇　管　　理　　局　　長

田中義男教育施設部長
坂口政治指　導　課　長
福田繁　ク　補佐
　　　　計 画　課長清水康平
丸山　昇　ク　補佐
竹内僧郎工　営　課　長
増田伝一技　　　官
佐藤智雄璽環場嘘
藤田市郎rPt務局企画課長
田・栄司繭遷畷鴫
木村茂雄文化財保護委員会
内藤誉三郎事務局長蕪蓑藷イヒ“8保攣鴫

　　　　前管理局長小林直男
針貝信吉長崎大学事務局長
斎藤隆造　富山大学事務局長
福田文夫東京学芸大学嚇務局長
伊藤政夫1横浜国立大学事務局長

杉村敬喜
番原秀三郎

稲田清助
田中　彰
手塚卯津美

田申和真
゜中西勝治
真明倶雄
前田陽吉
村上成一
゜宮山平八郎

広瀬英三
森島　章
゜岡野　澄
服部　稔
百瀬静男
゜立松秋雄
大谷内亭
山口緻成
飯田益雄
妹尾茂喜
斎藤国夫
寺中作雄
小林行雄
近藤直人
田申徳治
小野　弘
池田伝蔵
中尾竜彦
大串不二雄

小林秀弥
今井　誠
西田　剛
大西一正
長井維理
森田　孝
岡田孝平
久保田藤麿

原田　清
吉田　勇
宮崎　蔚
゜平野出見



東京外語大学庶務課長‘兵藤勇一「防災研究所長1速水頒一郎
文部通信肚長1°出
　　　　　　　1数育情報肚長
低温科学研究所長
応用電気研究所長

触媒研究所長
結核研究所長
金属材料研究所長

農学研究所長
選鉱製錬研究所長
抗酸菌病研究所長
科学計測研究所長
高速力学研究所長
電気通信研究所長
非水溶液化学研究所長

　　口　　競

西崎博吉
吉田順五！
浅見義弘，
堀内寿郎　　　　　i
高橋義夫‘
増　本　　量［

°坂本正幸
小野健二
海老名敏明1

日比忠俊
沼地福三郎
渡　辺　　寧

鳥海達郎
腐敗研究所長小池敬事
　　　　　　　　伝染病硫究所長゜長谷川秀治
釧工学研究所長1永井雄三郎
東京天文台長
地震研究所長
東洋文化研究所長
肚会科学研究所長

新聞研究所長
生産技術研究所長

史料編纂所長
応川微生物研究所長

宇宙線観測所長
建築材料研究所長
賓沙ロィヒ学研究所長

精密機械研究所長

窯業研究所長
電気科学研究所長
燃料科学研究所長

光学研究所長
経済研究所長
結核研究所長
環境医学研究所長

空電研究所長
人文科学研究所長

結核研究所長
工学研究所長
木材研究所長
食料科学研究所長

゜萩原雄瀦
゜那須信治
辻　直四郎
山之内一郎
千葉雄次郎
兼重寛九郎

坂本太郎
゜坂口謹一郎

平田森三
狩野春一
舟木好右衛門

佐々木重雄
山内俊吉
山　本　 勇

西川栄三
藤岡由夫
都留重人
石坂伸吉
゜小川巌
゜金　原　　淳

貝塚茂樹
山本俊平
藤本武助
館　　　勇

近藤金助

　　　　　　　1基礎物理学研究所長1湯川秀樹
微生物病研究所長1谷口膜二
産業科学研究所長゜岡部金次郎
農業生物研究所長1西門義一
　　　　　　　1温泉研究所長‘清水多栄
温泉治療学研究所長！八　田　 秋

応用力学研究所長1渡辺恵弘
産業労旬研究所Ki森耕二郎
風土病研究所長［°登　倉　　登

体質医学研究所長
国立敦育研究所長
国立国語研究所長

ト国立科学博物館長

‘国立近代美術館長

竹屋男綱
村上俊亮
゜西　尾　 実

゜岡　田　　要

岡部長景
纂裟縢霞1纂議灘1・
1生産科学研究所長
理論物理学研究所長

化学研究所長
緯度観測所長
賓源科学研究所長

大　阪大学　長
1東京大学長
北海遭大学長
京都大学長
東　北　大学長
九　州　大学長
名古屋大学長
北海遣大学理学部長

静岡大学長
大　 蔵　 大　 臣

大蔵政務次官
大蔵事務…欠官

坂　井’渡s

三村剛昂
内野仙治
゜池田徹郎
’朝比奈泰彦

今村荒雄
矢内原忠雄
島　 善鄭
滝川幸辰
高橋里美
山　田　 穰

゜勝沼精蔵
杉野目晴貞
゜大　杉　　繁

小笠原三九郎

植木庚子郎

河野一之
大蔵省管財周長i窪谷直光
大蔵省主欄長惨永貞一郎
大蔵省主計局江口　穣
大蔵省主計局農林係1高木事務官

讃耀酬鷲主諮
大蔵省主針局文部係相沢事務官

　　　e　　　村上事務官
　　　ク　　　　長谷川事務官
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杵財局閉鎖機関課長

会計検査院長
　ク　嘉務総長
　ク　　検査第二局長

　ク　文部検査課長

人　嚇院　総裁
人事院嚇務総長
人事院任用局長
人’
哩@給与局長

大蔵省東海財務局長

　ク　静岡財務部長

農　林　 大　 臣

蚕　 糸　局　長
農業改良周長
吝　産　局　長
生　産　課　長
技術改良課長
農業技術研究所長

蚕糸試験場長
厚　 生　 大　 臣

予防衛生研究所長

日本專菟公枇総裁
日本專売公肚副総裁

日本專売公肚生産部長

日本専売公枇総務部長

目本專売公杜庶務課長

日本專売公肚
たばこ技術課長
日本專克公趾
日本皐克公爾｛：
秦野たばこ試験場長

ク

ク

ク

庶務部長

栽培部長

1岩動道行
佐　藤　　基

曄田　直
上村照昌
井　上　　孝

1浅　井　 清

佐藤朝生
大　山　　正

滝本忠男
平井平治
真下福来
保　利　 茂

寺内群一
塩見友之助

大坪藤市
神尾正夫
゜大村清之助

゜平塚英吉
゜横山忠雄
草葉隆円
小林六造
入間野武雄

1勝田雄次郎
゜西山詳二
小川潤一

1°

^柄武夫
坂　口　　精

大塚孝次

　　　1
育酬長」°岡

病虫舘：部長日

　　　［

゜中村寿夫

山口煕司
大熊規矩夫
　　英　人
　　高　　醇

2覆㌘館嚢1上林忠次
患霧代羨璽原敏夫
緯度観測所庶務部長吉田伊之吉

漂蕩璽饗松本駄郎
国立国語研究所
庶　務　部　長
統計数理研究所
庶　務　部　長
国立科学博物借
庶　務　部
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゜細井房夫

゜北浦静雄

長［杉　田　光

上配に含まれざる評議員関係

一職 名　氏　　　名
1評
t

議

ク

ク

員

旧　評　議　員
　　　ク

静岡県庁関係

職

内村祓之
住木諭介
゜申泉正徳
申原和郎
江上不二夫
秋山孝之輔

名1氏　　　名
知

副　　　知

出　　納
総　務　部
経　済　 部

農　地　 部

林　務　部
土　木　部
秘　書　課
庶　務　課

事

事

長

長

長

長

長

斎藤寿夫
吉岡恵一
゜田口英太郎
脇　田　　恵

西　川　　清

小安貞丈
井上一・郎

長仁科太郎
長1

長

住宅営繕課長
　　　P　　技蹴

広　　報　　文　　イヒ　‖果」　長

　ク　課長補佐
1広　　　茅艮　　文　　　イヒ　　謬艮

　　　ク
前　　　ク

教育委貝会教育長
教育委員会委員長
教育委員会刷委員長

教育委員会総務課長

泉　議会議長
果議会剤議長
県議会総務委員長
県議会民生委員長
「タ畏議会労働委員長

‘巣議会文教委貝長

巣議会衛生委員長
県議会経済委員長

塩谷一夫
鈴木健一
谷村治郎
高橋茂作
道正邦彦
大　村　　政

石　井　　昂

判　治　　貞

゜新間庄五郎
岡野徳右衛門

丸尾謙二
大村虎雄
諏訪卓三
吉野倫将
長友喜作
大石武雄
天野一太郎
申村四郎
水野政治
伊達新一・

梅原統一
泉議会商工委員長小野利貞
県議会土木委員長津倉彦次
泉議会治安委員長池田文輔



泉　会　議　員
ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

県議会事務局長

山口盛枝
野田八大夫‘
佐田友三郎
山口正三九
矢野久太郎
鈴木政之助；

°鈴木次郎
岩崎　亀
絹村庄作‘

三島〒｝ゴ役所関係

一職　　 名□氏
市　　　　　長
助　　　　 役

収’　入　　役
総　務　課　長
土木水泣課長
土木水道課
肚会顧祓事務所長
市敦育委貝会教育長

市教育委員会委員長

消　防　暑　長
図　書　館　長
市　　参　　与

市歎育委員
　　　ク

　　ク
市議会議員
　　ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

　　　名
゜松田吉治
゜石垣彦太郎1

°鈴木文雄‘
　　　　1°植松利作
゜佐藤清治・
°西島　孝1

井口貞雄
゜山田八弥
゜小出正吾l
　　　　l°藤井和三郎

石井　孝
。風間賢凶
゜松島正晴｜

°渡辺光子1
°関　計治l
　　　　L°佐野弥一1
・多田清次郎1

°高村茂明
゜高木多喜造

゜酒井郁造
。石渡藤二1
・tit膳作1

°渡辺政夫1
　　　　1°室伏藤平［
°水口三平1
°野村岩次郎1

°木村林太郎

゜市川喜作1
°杉本治作1
°山田甚一1
°奈良橋倉吉

市　会　議　貝’
ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

三島市内官公署関係

゜高田亀三郎
゜榊　関太郎

゜藤沼信雄
加藤伊太郎
゜野村幸蔵
゜鈴木作三
゜鈴木要吉
゜高藤忠男
伊東清五郎
゜渡辺太一
゜山本代平
゜上杉角雄
゜増田延男

厭 名1氏
北田方地区署長
静岡県田方頑蔽事務所長
静岡県田方県税事務所長
静岡果三島林業事務所長
三島税務署長
静岡県三島土木事務所長
三鳥労働基準蹴督署長

艀岡地方法務局
三島出張所長
国立三島病院長
三　鳥　駅　長
三島公共職業安定所長

三島郵便局畏
肚会保険三島病院長

艀岡県三島労政事務所長
三島測候所畏
静岡泉三島保健所長

三島商工会議所会頭

三島簡易裁剣所長

三島区検察庁副検恵

艀岡統計調査軍務所

三島出張所長
三島電報電話局長

三島市瞥察署長
三島食糧事務所
田方支所長

　　　名
゜山下利彦
゜溝添準一・

゜青島吉次郎

゜栗田憲二
゜東山実義
鈴木正明
榎本正雄
゜松下忠夫
゜内野幸作
゜佐藤友三
秀島守男
゜小沢金太郎

゜河合五郎

゜中島　洗
゜神長　勇
゜村手　正
゜住本昇三郎

水口　豊
渡中誠一
゜越山貴男

゜越波　外
藤原清太郎

池谷芳夫



　

　

／
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日

h
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e

1：

ll

il
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｜

日本大学三島教養部長

三島北高等学校長

三島南高等学校長

そ　の　他
職

゜秋葉安太郎「1三島新聞碑゜杉沢長十
゜鈴木一・義i！産業タイムス肚゜和田庄五郎

゜小　林

各」逸
三島女子高等学校長

韮山高等学校長
田方農業高等学校長

伊豆藩信病院長
三島大枇宮司
元　三　鳥　市長
元富士産業株式会肚長

東洋醸造株式会肚長

元富士康業関係者

　　　ク
静岡県臨時教員
養　 成　所　長
沼　津　市　長
沼津市議会議長
広　　島　A．B．C．C

沼津市立病院長
東大伝染病研究所

前静岡泉副知祖

東洋醸造株式会肚
研　 究　所　長
外国人研究員
和歌u｜泉立
医科大学助教授

谷　田　駐在署
三島東中学校長
東京大学助教授

寛
　　旧　職　員

睡ニー一名一「氏一一

　　　　各
゜勝間田俊一郎‘

・岡谷副
゜戸　塚　　静

山岡克己
゜矢田部盛枝

朝日原作
小口彦七
゜臼井鮫二
゜滝野高志
゜吉　田　　審

゜岡野　徳右衛門

゜高木恵太郎

゜清水清ニ
モt・・一トン所長

゜飯塚直彦
安東洪次
゜高見三郎
　　　　　1°芦川銀次郎

゜青野政夫
゜川野義男
o
リリエン■フェルト

゜半田」煩俊
゜長泉寺住職

゜天野義春‘

新聞碓関係
＿職　　　　名

　　　　　1°田畑宗夫1
江藤秀雄i
　　　　　i

1一氏

毎日新聞三島油信部

朝周新聞　　ク

中部日本新聞ク

静岡新聞　　ク

静岡民報　　e

三島＝ユース
三　島　民報　肚

東静毎日新聞肚
30

　　一　名1
“柴田喜久雄

“野口寅男
゜内　田　　完

゜牧野辰雄
：裁ll皇鷺

゜小西政三
゜渡辺武彦

1静岡大学事務局長
1

浪速大学助教授
南tl！大学講師
帯広畜産大学講i師

東京都立大学理学部

信州大学繊維学部

　　　名
゜塚本盛平
゜大垣昌弘
加地早苗
伊藤太郎
゜薄　　秀　男

林　　善　三

゜秋山芳雄

全国種抽遺伝研究会関係

一職

顧

理

前常
助

名］氏

　　　問
　　　事
ク

務　魏　謝

　　　手
雇

ク

　　　　名
゜小杉方也
゜米野与七郎

工藤勘八郎
゜中　村　　竹

゜河原孝忠
゜大窪嘉幸
゜小　林　　亘

゜赤　津　　忠

専売公置三島分蜜関係

職　　　　名［氏　　　名

゜田申正雄
゜今井晟二
゜川口富次
゜綾部富雄
゜長島利義
゜木下和吉

客員及特別研究生関係

職 名1氏
客　　　　　　員

　　　ク
特別　研究　生
　　　ク

　　　珍

内地研究員

　　　　名．

°尾崎安之助

゜田申克己
゜松井千秋
゜渡辺強三
゜吉田瑞男
゜吉　沢　　攻

゜山田行雄



◎祝辞を受けたもの

　　文部大臣、農林大臣、日本学術会議会長、文部省直轄機関代表、静岡県知事、

　　静岡県議会議長、三爵市長、日本遣伝学会会長、

◎　祝電を受けたもの

　　参議院議長河井弥八、広島大学長森戸辰男、参議院議員野田卯一、参議院議員

　　一松定吉、増井清、桑田義備、宮沢文吾、永井威三郎、北海道大学長島善鄭、

　　北海道大学理学部長、島根農科大学長竹崎嘉徳、熊本大学、金沢大学結核研究

　　所、京都工芸繊維大学、染色体学会、遠藤三郎、篠遠喜人、小野知夫、仙台談

　　話会、

◎　公開講演会

　　創立5周年を記念し下記のとおり公開講演会を行う。

　　　沼津市　産業会館　6月申に行う。

　　　東京都読売講堂　9月申旬に行う。

◎　陳　　列　　室

　　遣伝に関する研究資料を陳列する。

◎　創立5周年記念式役員

’委員司小熊　操
：総 務1竹申 要

1会 酬宮沢正夫
1受 付1杉生純義
設 備1乙藤寛一

」連 副林 孝　　三

接 剰駒

見 ⇒田

写 真

　　井　　　　卓

　　申　義　麿

吉　　田　俊　秀

陳 列　辻　　田　光　雄

警 剰亘旦寛一

◎　記念祝賀懇親会

　　　　記念式行事が終つて、16時から、国立遺伝学研究所創設と発展と

　　　のために尽力された方々に対し、bささか感謝の意を表するため、

　　　かつまた今後研究所の発展についての御高話を拝聴するため、財団

　　　法人遺伝学普及会の援助によつて懇親談話会をもうけた。記念式に

　　　臨席賜わる通知のあつた方kの内、下記の方kを招待した。会場は

　　　収容人員の都合で四ヵ所に分けた。懇親談話会では非常に愉快な、

　　　そして有意義な一時を過ごすととができたQ
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国立遺伝学研究所5周年記念懇親会招待者名簿（50k順）

　　　　　　　　　　　（O印1割6席者を示す）

lA南山剰B竹　直 CときわD竹　 葉

1

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

28
29
80
31
32
33
34
35

37
鵠
39
40
41
42
43
幽
45
46
47・‘

48
49
50
51
52

゜池田徹郎
岩崎　亀゜石垣彦太郎
゜上杉角雄
臼井鮫二
§騨ぷ
勝間田清一
゜茅　賊司
゜勝沼精蔵
・‡菖聾馨

゜清水勤二
゜鈴木次郎
゜立松秋雄
゜田口英太郎
゜田辺婚之助
高木恵太郎
：＄『』盛番

゜出　ロ　競

梱井　勇
゜松田宵治
；ll鑓

顯＾㌦一一貫

小川　　　巖岡部金治郎
゜大村清2．助
゜岡

　　英人‘難轟藷

゜小杉方也
゜佐々木清綱
坂本正，串
坂口熊一郎
蒙轟三欝
那須借治

聴頁丁
゜酒5tF寛一
゜林　章三

：癖米㌔
纏躍俊聾
゜井上英二
梅谷4七郎
・福藤秀犠

小野知夫
゜大倉永治
゜久保田くら
゜近藤典生

1鞠撚
夢縦随四郎

瑠蹄璽

：麟澱ll
°森脇大五郎
安澄権八郎

゜古鳳和夫

籍一麟

゜木村林太郎

：綴蟹
佐藤澗二
：篇弊籍墓

：篇本癖欝

：驚累蓼麟

゜褒馨㌍

讃i鑛

：出累葎華

＃斐塁
゜高国亀三郎
鷲橋『墾
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W　研究のあゆみ
1

　昭和24年6月当研究所が発足してから、恵まれない研究施設・と経費とと

っくみながら、たゆまざる研究員の努力は、短かい期聞に多くの研究成果

が論文として発表されている。いまととに当所丈献集に番号を附し登録さ

れているものをあげ5年のあゆみを記録した。

　たの申には目下印刷中のものも含まれている。なおこの外に文献集に登

録されないで印刷に附したものもある。

CONTRIBUTrON　FROM　THE　NATIONAL　INSTITUTE
　　　　　　　　OF　G酬ETICS，　JAPAN

No，1，　Taku　KoM川，　C剛買n，肌and　Ho別貿o，　Y．；Contributions　to　the　ev《テ

　　lut｛onsry　g●netfes　of　th●　L禽dy・B●●t1●，　Hatmonia，　1・　G●ographie日n

　　邸ld　t●mporal　▼禽rlatlens　lロth●　r●』t1▼6　frequ●ロcy　of　th●　●1ytr鼻1

　　patt●rn　typ●9　and　l瓢tbe　fr●qu●ロcy　of　e：ytral　rSdg●．　G●ロ●tlc●・部：

　　鵬601，（1肪0）・

No．2，　Taku　Ko源Aハ；8emlallelic　G●v●●．　Am●rlc禽n　Notur畠1it，與：381－392，

　　（1950）・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

No．3．駒井　　卓・半対立遣伝子・「遣伝のi瞭合研兜」冨：111－116，臼9臼）・

No，4　Taku　Ko翼▲1；Not●■on　llngTusl　gymtta醜lo8　Fr●qu●ncy　ot　tongu●

　　rollere　and　P●digr●●g　of　tl●d　tongu●●栖」叩口．　Jour．　HeTed．，42：

　　293－2即F，臼961）．

No．風竹申　要．三倍偉の不稔性「遣伝の船研兜」1：　1SO」142・（1960）．

No．6．　Sana●K刷and　Mam。ru　l（m：xAWA　；　Functl。n　ot　th●Co叩鵬dl就晒

　　in　silkWorm伊幽引n“りAロロ．2001．．別（1），（1郎0）．　　．

No．7．木村資生・自殖による純系宥成の過秘と染色体部分の組換に就て．「蛾民

　　湾堵鳩8」Vd．26．　No・1－2；63“62，（ユ961）．

No．＆＊村　資生．集団申に於ける染色体郁分の組換に就て

No．9．　Taktt　K‘）MAi　；　Photograph　of畠m萬ロwith　a　taSl，　Jour．　Her●dity・41

　　（9）：蹴7－2口，（1960）・

No．10．　Taku　K‘）MAI；On　th●erigin　of　tb●tortoi廊●●h●t：ma1●eat唱eorr●c・

　　tion．　Proe，　Jap・A朗嘘・・28　：160－10s・（1962）・

No．11．「丁禽k腿Ko冨M島泊d　Y88租8hl　H《，馴1冨o；ConttlbロtIo！鳩to　th●●volutio一

　　飽亀ry　9●ロ醜icO　of　th●　1畠dy・b●●t1●　Harmoロlo・　　1・　M葦erogeographic

　　▼訂i醜lo憧．　G●netic●．36：382－390，（1950）．

No．12．　Y6　TAXknTAXA　；Nσ口oロ¢ytologlcsl　ebeervatlons　iロColchiCtlm，

　　w；th　rgfer●ロc●to　AutUtonEcc噂is　8頷d　●t●rility・Cytologia，　16（1）：

‘



　　95－99，（1950）．

No．13．田中　義麿．蚕の星紋の遺伝学的研究．「逝伝の綜合研究」　皿：225－－234，

　　（1951）・

N。．14．加地早苗，大垣昌弘．シ・ウジ・ウ・・’・cr　C　：おけるN三tr・g・n　musta「d　C二よ’

　　るPhenocopyの誘発について．「動物学雑誌」60：7，（1951）．

No．15．田中　義麿．柞蚕の越年と環境特に日長効果・1・「日本蚕糸学雑誌」VoL

　　19、No．4：358＿371，（1950）．同1同Vol・　19・No・5：429－446，（1950）・同N

　　Vo1．19．No．6：580－590，（1950）．同IV同Vol，　20．　No．1：1－9，（1951）．同V

　　同Vo1．20．　No．2：132－－138，（1951）．

N。．16．田中義ltf．椴の品鯖成・rF体養糸馴制V・120・N・・3・1－11’（1951）・

No．17．辻田　光雄．家養に於ける遺伝子と形質とを結ぶ働き手に関する研究．「遣

　　　伝の綜合研究」1：185－195，（1951）・

N。．18．Fl。ra・A．　LTi，J・EN・E・m・；　G・n・m・・analySis　in　T・iti・um　and　A・gil・ps・

　　　X．Cytologia，16（2）：101－123，（1951）．

N。．19．小熊押．ムカハンボの染色体・rm伝の船蹴」1’・23－26・（1951）・

No．20．大垣昌弘，八木寿郎．生物変興の光力学的喬発・い衷現型摸三￥・「動物学

　　　雑誌」62：427－443，　（1953）．

N。．21．竹中硬．〃ンザウ属の核型と不継「遺伝のrc・a研究」薗・71’90・（1952）

N。．22．T。k。　K。M．，　an　1・Shig・・E．wvKA；Geneti・St・dies・f・th・・P・lym・「phic

　　　land－snaik　B。剛c・er・a・a‘m伽・‘・・G・・eti…（1…1〕刷中）

N。．Z3．蹴卓．一‥掴禰綱的変興・「貝騨継」16・87－1°3・（1951）・

No．24．酒井寛一．植物育種における個体迦択と迦披の効率に関する研究・1青種学

　　　雑誌」Vol．1．　No．1：1・・9，（1951）．

N。、25，S，｛jl　M、’m；vMrrRA　；　Radiati・n　geneti・・　i・　…he・t　l・Ch・・rn・s。「ne　abe’

　　　rrati。n　in　ei。k。rn・wh・at　i・d・ced・by　irradiati…Cytd・gi・，16（3）1

　　　201－211，（1951）．

N。、・ee．辻田・雌．＊Ut・・1　9スの細‖㈱wn：・「－V・munw！　v・1・4・N。・2・語50・

　　　（1951）・

N。．・27．S，lji　M・’…1・・MvR・；Ch・・m…m・　analy・ls・f　the　D；・k・1　9…rnc　in

　　　tb。。晦，i・g・h剛・p1・id・wheat　bybri・1・1・Cyt・1。gl…16（4）：　2e5

　　　－287，　（1951）．

N。．as．酒井寛一．ラムシ魂蜘お｛ナる集順抜と銅の取扱いの間凪「農難

　　　園i芸」27：5－8，　（1952）．

N。．・29．S，iji　M・…MvRA　；　Chr。m…m・・m1汕・f・th・　Di・k・t　9…me　in

　　　th，。ff、p・i・g・f贈・t・p1・id　wh・at・hybrid　ll，　Wh｛・h・f　tb・tb「ee

　　　v。19。，e　g…mes・f・th・B・p・lt・id　is　in・・mpl。t・？・・Cyt・1・gia・16（4）

　　　：307－314，（1952）e

N。．30．松村清二・・ギフ湘襯の研究・随伝酬嫌隅：211－218・（1．951）・

N。．31．Taktt　K。M川；ln・i・1。ncO・f　the　gen¢8　fQr　c《｝・t　c・1・rs　in　Jap8nesO
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　　　　cats・Annotationes　Zoologicae　Japonenses　25（1－2）：209－211，（1952）．

No・32・Taku　KoMAI；Three　Japanese　Pedigrees　of　Typical　Brachydactyly．

　　　　Journal　of　Heredity，44（2）：79－85，（1953）．
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遁　開所式に拾う

メタセコイヤに思う 小　野　久　雄

創立5周年記念式の受付もやつとのことで終り、何か解放された様な気持でカ

メラを片手に跳び出した。

戸外は新鮮な空気が醸ぎり、木々の緑が眼に泌みる様に美しい。思わず深呼吸

したくなる様な快よさに誘われた僕は、芝生に横になり澄んだ空を眺め，所畏の

天気予報の正確さに感心しながら、しばらくをうとうとと過ごした。すると近く

で「メタセコイヤが大きくなつたね」と云う話し声が聞こえた。

　数年前小さなクリスマスッリPを思わせる様な可愛い苗木が本館の南側に植え

られた。これが「生ける化石植物」と云われるメSt＝イヤだ。生長が早いとは

聞いていたが、本当かなと質は久し振りに此の木の近くにいつて見た．砲かに発

宵が早いようだ。しかし償にはこの事より、幾千万年の昔から今爾現存して大地

にしつかりと根を狽り、斡も折れよとばかり吹きつける寒風にも耐え、何の幽れ

も知らぬかの如く、真亡ぐ伸び行く聾に何か不思麟なカを感ぜずにはいられなか

つた●

　ma7Sれぱ、5年前の研究所は破損した窓硝子と宣傷に喘ぐ本節が積たわつてい

るに過ぎなかつた●悪條件下に、我々は人頒の串福と驚栄に賞献せんとする高い

理念の下に協力して起ち上がつた。そして来る日も来る日もわずかな人負で厚い

填に地れた室の掃除に励んだ。鰍から吹き込む風を遊けながら顕徹随と取組む研

兜員の姿、坂下のお噂まで飲料水を汲みに行く人々の婆、これこそ永遣に消える

ことなき尊い人閲の姿ではなかつたろうかe辿り来た道は遣く槍しかつた●しか

し我々は今日紬に5周年況念式を迎える事ができたoこの喜びを蹴が知るだろう●

我々だけが知る大きな喜びと云つても過冒ではない●さあ過i去を開拓した忍耐と

自信とをもつて宋来の開拓に新たな意欲を燃やそうではないか●やがて小さな苗

木は剰二6とどかんciかり‘・生長するに違いない．我々S・Pt・sendヤt・鮒ず

この木をヵメタ｛二おさめたe



創立5周年の記念式に想う 林 孝　三

　6月1日、この日は研究所の開所式を彙ねた5周年式という、あまり類例のな

い式典の行われる日である。前日の小雨に洗われた研究所が初夏第1日の旭光を

斜にうけて緑の芝生に浮き出した姿はいかにもすがすがしい感じである。やがて

晴れやかな所員の顔にまじつて颯爽と登庁された小熊所長も田申、駒井両先生も

緊張のうちにも明るい微笑をたたえておられる。時折行き合う竹中さんの相好を

崩したSビス顔も印象深い。日本遺伝学会十数年の宿願が漸く成つて、これら賭

先生の産婆役で産れ出た遺伝学研究所が、今日生誕5年の祝をしようというので

あるから、所員一同の喜びもさることながら、老先生方の胸中には定めし無量の

感慨が秘められているであろう。

　日もやがて申天に近ずく頃、国の各地からこの遣隔の三島まではるぱるお出か

けいただいた数百の方々を私たちは心からの悦びと感謝をもつてお迎えしたので

ある。やがて式は型の如く始まつて型の如く絡り、次いで午餐会、所内見学とい

う順序で進められ、午後の4時すぎに’万端滞りなく幕を閉ぢたのであるが、その

間私には場内連絡と見学の案内という役目が与えられていたので、終日あたふた

と駆けまわるのみで食事さえおちおち喉を通らぬ始末、おまけにはじめてお目に

かかるお客様が大部分で正直のところ全く取りつくyrもなく、またEマもない

といつた鯛子で、5周年式点描などいう酒藩れた芸当は思いもよらず、ただそこ

はかとなく1日の行事も終りを告げたわけである。夕刻、謄先生のお伴をして欄

井さんと私とが、遠方へ帰えられる数名の方々を三島駅までお送りしたあとで漸

く我にかえつたという筋書きだけであるo

　さて宿舎に帰つて手足を伸ばし、ふと今日の1日を振返つたとき、寓い責保を

脊負つて演壇に立つた所長の老駆が最も印象深く私の胸裏に刻まれているのに気

がついた。想えば私がこれまでに巡り含つた開所式はこれで三度目であり、同じ

ようなそれぞれの所長の盗を三たび壇上に見た。こういうといかにも私が研兜所

の渡り烏みたいに聞えるが、本当のことだからどうにもならない。

　私が草縫を脱いだ最初の研究所は創立十余年で閉所レ、次のは創立5周年を間

近かに控えて遂に官制廃止という憂き目を見たeこれらはいずれも敗戦というわ

が国未曾有の出来事に因るものとは曾え、夢多き若き研究者には余りにも悲惨な

体験であり、随厳寡厭な老所長がたには余りにも痛々しいことであつた。これに

まつわる悦びと悲しみの数々を想い出でつつ、今日目出たく創立5周年を迎える



ことのできたノ』’熊所長の姿を泌々と壇上に迎ぐとともに、またその所懐にも一入

深い感慨をもつて耳を傾けたのであつた。

　私は昨年の夏赴任したばかりで、正直のところ研究所の今日までの歩みについ

ては殆Aど何も知らなかつた。今日の所長の浅途ではじめて設立以来のことがは

つきり分つた。研究所が5才の春を迎えて世間へ出してもどうにか辱しくなくな

つた頃合を見計らつて、その誕生を報ずるとともに成年の姿を一般に披露して、

将来の発展に対して学界と杜会の援助を固く約東しようとする所長の慎竃な心遣

いを汲みとることができた。

　研究所がその態書を確立して遺憾なくその機能を発揮し得るまでには凡そ10年

の歳月を要するといわれる。今日すでにその半ばを過ぎ、いよいよその内容の充

実に湛進すぺき秋に至つている。私たちはこの意義漂い5周年の日を輿機として

緊揮一唱断たなる決意を以て将来に臨まなけれぱならない。まことL：当然なこの

事を私は私なりに漂く吾が方寸に刻んだのであつた。

6周年におもう 駒　井　　卓

当研究所の鋼隼を迎えて、おもう二とは色嫡る・なかにも強開したいのは・

この種の研兜所が躰のpaのUSPtのため｛二、頗る廊しいということである。

　日本人が科学の研塊をするのに多くのハyfキeップがある．殊に語学のそれ

が最も甚だしい。自聞鰭を腕み書きするのC：、日本人（中国人も大体そうだと思

うが）ほど、時間と労力をかける国風は少ないだろう。その上なおも外国語が自

国居と全く別系統のものだから、それを→邑り習得するのも容易の事ではない●

ふ？うの鯛藤のものには先ず不可随に近い●こんなハyfキeヴプがあるので、

学校で学ぷ事がらの内唇は外國に比ぺると．篭かに少ない●むしろ表向さは外国

に負けないくらいでも、上すぺりで身につくものが少ないという方が当つている

だろう●

　こんなことで1人前の研兜者になる隼令は外目人に比ぺて上になつている．一

応1人前となつても輿質的には．色々足りないところのあるものが多い．それに

pmの教師とか工場の按師などになると，色々の仕事をやらされる。大学などで

も敦λることのために敏師の眼られる時閲が前より多くなつたし．世階をしなけ

ればならぬ戦の散も多くなつたCまた会蹟や雑用b、昔に比ぺてふえたようだ。

その上私生活もひどく苦しくなつているeこう感條件が揃つては、大学の先生の

⌒｛二大した端を槽トせることは無‖■のようだ！●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　劔
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　一方学問の方はおかまいなしに前進する。ついて行くことさえ息切れがするく

らいだ。こんな有様では、日本の科学の前途は誠に心細い。日本はこの後どうし

ても科学按術によらなければやつてゆけないというのが常識だ。この点だけで
■

も、せめて東アジアの中で先進国の位置を保つていなければならない。それには’

どこかで高いzk準の研究をやつていることがぜひ必要だ。上のような劇宵によつ

て、それが大学などにのみ任かせておけないから、どうしてもこの研究所のよう

なものが必要になつてくるのである。

　私どもは永年大学に鋤め、その後でこの研究所の席を汚しているものだが、4

力年余の経験は、何より研究にほとんど専心になれることの恩恵を感ずるのであ

る。もちろん新般に伴なう不便不足はある。しかし一ぱん有難いのは時間のある

ことである。それから購義をしたり指導をしたりする責任のないことである。日

本の現状では、これ以上良い條件は一nyG寸望みがたい。これで相当の佳亭ができな

ければ、自分の力の足りないためとあきらめるほかはない。また恐らくこの後こ　’

こから良い研究が生まれることが期待できるとおもう。

　良い収硬を望むなら、良い土地に苗を植えて充分の肥料を与えなければならぬ

し、多量の乳をしぼりたいなら、牛に充分の飼料を与え、その他の條件を良くし

なければならぬように、科学者にも相当の境遡を与えなければ、良い研究成果の

Mめないのは当然である。昧の科学技術の蜘を、鑓国に劣らない醍に保

とうと趨むなら、当所のような研究所を、他の科学についても殴定することが紐

ましい。

　次にこれを大学附属などとしない方がよいわけは、1つは学閥とか出身校とか

いうことに捉われないで、本人の能力本位で、しかも広い範囲から人を偲られる

ことである。次に種々違つた経歴専門の人々の力を集め、相助け相補なうことが

できる。その人々も遣伝学という点では共通だから、協力するのにさほど骨が折

れない。遺伝学のような総合科学では、このような形式でないと、お亙いに進歩

向上はむずかしいし、気の利いた研究成果は望みがたい。

　以上は私の経験から偽らない感想である。元より不足をいえぱ色々あるが，た

だ方向としては、こういつた制度が確かによいといえるしsまた日本の現状で鼠

ましいというより、必要なものだと思う。

五度目の田植え 酒　井寛一

その日は丁度素晴しい秋圓和の七五三●当日で、三島のせまい大通りは、人の
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波でうずまつていたaその繊搬うようe・して・何か齢るようなeCWちで研

究所についたのは．　watw24fil5の・・肋ことである・何もなかつた・がらんとした

人気のな噛の中に・組の机と椅子があるほかは・ここ緬場にしようと願の

指さした広い区跳れた土地には、先住Xの作り残したX・＝ンが一PMt二青く茂

つているだけで、赤土と石礫と、そして建物をこわした木片や塵芥の連続だつた。

春がきて磯恥生えなかつた．クワを入れると・ころが咄てくる岩のよう

妹風化の土塊は、その下にある岩磐の近さ姻わせた・私はそのとき調と“’

う鮪醜く、無性に赫搬えたくなつた。もちろん水田などはないので誼

かの雛小さい壷にまいた。このとき既に畑では5“ガ卿やtxをうえて研究

材料の輔にぬかりはなかつたが、この林鮒は何の目的もなかつた・

第2醐の春が訪れたとき、どうしても水田がほしいと思つた・たまたSPtの

内に借地の話が進められて、同所の6畝ほどのコムギ畑を研究田にする計園？‘立

てられた。こうして齢とmmが進められてS・まktma和碑には田蹴を樋

にはいたらなかつた。だからや1ま02S目の1＊onvりが繰返された・

　しかしその翌年からは、症はPt　vトに代つて、交配用と採種用のイネが植わる

ようになり漸い・頗には1本植のイ＊がm・fimetるようにな’pre・二う

して、昭和25年の春以来、嘘を含めて今年は5度目の田植えであるe

石の上にす栃ねぱならない3年は既に過9t・・しかも恥しい二とに‘S・　mら

満足できるような仕1駒ままだできていない●だから、大きなことをいえる柄では

ないことは知つているが、しかし、それにも拘らず℃ここで私の夢を物語りたい

衝動に駆られる。

　栂で、繊の学恥けぐれた僅少の先Kgetたちを除けば・→貨1こO「va

蹴が主体をなしてきたように思う。uaSNaなmeで・蹴研sce”zaし・

とSC、は鋤してsreようでexある。実慣・meしてb・目肺功Ne＊X

れci，　uamtsorvaの方が、不esmなauよりS・よ呼榔よゆくの継柚

たらすことは鵬かである．こういうasrs＊X方が・榊硫1二雌鵬し

　ない人違にも、そして夏には、研究者自体の中C：も．多かれ少かれ浸透して8て

いるように思われる。そしてと馴ま，糾くorurの→榛りの人途が・学聞の

　開拓岩として敏迎され、尊敬される紬県さえ生んだような気がする。

　　二れもうなずけないではないe鹸そのよう繍らかの鰍ですぐれた勃ma

　たとえば理解ガとか、器用さとか，応用能力とかにおいてすぐれた人遠が、我国

の文化の発展（・Nし、　MMCOMC：tずかつて・碧い’力鵜つたし・今繊
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またそうあろうということは容易に考えることができる。

　しかし問題は別の所に発生する。それは、そのような科学界の実態が、これか

らの若い青年研究者大衆にあたえる影響である。若い研究者達に、外属科学の模

倣追随も1つの研究方法であるというような考え方を与えたら、これは問題であ

る。

　「清貧に甘んじて」の研究が、科学者の態度であるといわれた時代も、そう遠

くはなかつた。もちろん、この言葉を額面通りに受けとられては、科学者たるも

の、この困難な経済祉会に生きることさえできなくなる。しかし、もし一般の大

衆杜会が外国文化の模倣追随から生れる安直な利益を歓迎して、研究者大衆を横

倣研究に誘惑するのであつたら、その杜会の風潮に抗して、敢然と、精神的清貧

に甘んじる青年科学者があつてもよいと思う。

　日本の科学は今後勇敢に独創に向つて前進せねばならぬ。この研究所が、その

最高の目標とすべきものも、いうまでもなく、世界に跨り得るような独創的研究

を遂行することであろう。私達は自分の能力の限界を知つてはいる。しかし、か

くあるぺきであるという目標を心ひそかに貯えること位は許されてよいであろ

う。

　社会の庇護の下に存在せねばならぬ、本研究所が、ほんとうにその杜会に報い

る遣は、上のような夢に向つて、真劇に賊実に精進すること以外にはないように

さえ思えるのである。

5周年の断想 田　中　義　麿

　　この研究所が創立されてからもう澗5年になるとは早いものだ。しかし50年、

100年の朕史を有する研究所が数あることを思えぱ、創立5周年を祝するという

　ようなことは、開所式を彙ねてという含みがなければ凡そ無意味なことであつた

　ろう。

　遺伝学研究所という名の研究機関は現在のところ日本には1つしかない。また

國立ということになると外国にもごく少い。だから稀少価値から宮えぱ国立遣伝

学研兜所は大したものである。もっとも外岡には民間にりっぱな遣伝学研究所が

あり、国立の必要がないからないのであつて、岡立の研究所を持つているからと

いつてそれほど日本の自慢にはならない。

　古い歴史を有する研究所にはドッS・　yとした底力がある。長年の間に蓄積され

た図書、鰭殻備、研究材料、研究陣容等、等、駈け出しの研究所では及びもつか

44



ない旧家の貫録を備えている。とはいうものの新しい研究所にもまた長所がない

ではない。ここはあらゆる点ででこぼこだらけではあるが、そこに未完成のハヅ

ラツさがある。伝統や因習に束縛されない自由さがある。研究のテーマにしても

研究の態度にしても、各研究者の思うがままに任されている。機械その他の般備

は不充分であるが、その代りすべてが最新式である。研究陣は貧弱であるがbそ

の申には派閥もなけれぱ対立的な感情もない。若い研究所はこれらの長所を生か

　し、年をtねると共にその短所を埋めて行かなけれぱならない。

　研究のテ・一マは研究費，補助者の有無、設備の制約、文献閲覧の能否等を考慮

’して決定されなけれほならないが、できるなら独創的な構想の下に、遺伝学の主

洗にタッチしたものでありたい。これは特に若い研究者に対して希望するところ

　である。単なる‘‘1例報告t）はいわゆるroutine　workであつて，￥会での研究

発表の材料にはなつても第1巻的な仕事ということはできない。

　　他の科学がそうであるように、遣伝学もまた種々なる科学の分派とのつながり

　を持つ。当研究所としては現在の5つの研究部門の外に放射線遺伝部、人顕遺伝

　部、病理遺伝部、それに応用遣伝部を動物と植物との2部に分けるためにもう1

　部を新殴すれば、最初の計薗は一応慰を見るわけであるが、それだけでは充分

　でない。研究所内のどの部かに動物学者、植物学者、人類学噌、分類学者、生理

　学者、解剖学者、病理学者、細菌学者、物理学者が入つて来ることが皇ましい。

　7メリカにある何十という生物関係の研究所のうち、狭い範囲のsp●C｛al　iSts　nt

　けから成つている所はいずれも萎縮して振わず、反対に種々の分野の専門家を包

　容している所は活澄に研究の成績を拳げているそうであるが、げにさもありなん

　と思われる●

　　親在のように研究所に雑誌のバックナy7“”もなく，東書も貧弱、帯具、楓械、

　棚R本自●も不i充分で、事ある毎に】貰京まで走らなければならぬようでは、三島とい

　う土地は不便この上もないがs何年かのattSこれらの欠陥が塩められ、あらゆる

　面で研究所が自給自足できるようになつたとすれぱ、研究所の所在地として三島

　ほど優れた立地條件を備えた処はけだしまれであろう。吾々は吾々の縁力を紬集

　して1日も早くその日の来るよう努力しなければならぬ●

憩観禽の槙様

開所式の；とについては大先生方の配事があろうから、私｛imsrwa特に私の出

msした第3会婿（）eg）の棟様を思いzats　＊｛：tuつてみよう9
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　ここに集つた面々は現在遺伝学の第1線に立つて活躍している者ばかり。主な

顔ぶれをあげて見ると、先ず現在の遺伝学会会長篠喜人博士を始めとし、南は広

島大学の下斗米教授、岡山大学からは猪野、大倉の両博士、京都大学からは西山、

山下の両博士、東京からは盛永、森脇平塚、湯浅、山崎の諸博士、札幌からは

牧野博士、その他全部で23名が御出席下さつた。地元の遺伝研からは竹申、辻田

の両博士、古里さん及び小生の4名が接待役として列席した。

　先ず竹中博士の所長に代つての御挨拶、会長におされて最年長者の盛永博士の

応答の御挨拶等が交され、折からぞくぞく入つてきた三島芸者の酌により宴会の

幕は切つて落された。

　出し物としては芸者の唄とおどり、そしてやんわりと舞台に表われたのは有能

の士、山下孝介博士、かねて曝は聞いていたものの、こんなに有能とは。兎に角

芸者と手をつないで躍れるだけでも得をする人だ。次に表われたのは岡山代表の

猪野俊平博士、トヅクリをもつてトント‘ントンカラリの替え唄をうたい一・座は腹

をかかえて笑う。地元からは竹申博士の出演、足が御不自由なのにダンスをやつ

てみせて下さつたが、これは当座きつての見物。けだし奉仕の心の表われとして

地元の吾々の感激は一潮。その他日頃は勤直の士が唄におどりに時の立つのを忘

れ、愉快な宴会は午後8時半に閉会となり、ここに開所式の全ての行事は無事終

了をとげたわけである。

　大がいの方は夜行列車で帰えられたが、篠遣博士、盛永博士、牧野博土等は常

宿の三芳館に御1泊。盛永博士は明朝の6時の列車で帰えらねばならぬ。それ故

5時半には起きねぱなちぬが、さてどうしたものだろうと思案しておられた所、

牧野博士が「私は予定した時間には間違いなく起きることができますから私が責

任をもつておこしましよう」との議により、牧野博士におまかせすることになつ

た。成程昨夜の言の如く、朝早く起こしてはくれたものの、時計をみたら何と4

時半、盛永博士は、ねむい眼をこすりながら、それからはねむるわけにはゆかず、

テクテクと歩いて三島駅まで行かれたそうです。牧野博士のいわく「時計の針を

1時間見間違つていた一」。これは三芳館でひろつたこぼれ話の一一しつく。

思いだすまま
●

　A．三　島　へ

竹　　中 要

　苦しい想聞、悲しい想出、飢じい想出の連続する3年近い三鳥通いも終つて、

昭和24年10月29日は晴れた気持で三島入りときまつた。早朝から差当つて入用の
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机や椅子を積んだトラックをだして、なけなしの研究所の金を工面して買入れた

パッカ←ドに塚本、門脇の両君と乗つて箱根越えとしやれたわけである。途中い

ろんな用事を済ましている内に，小田原へ驚いたときには最早落ちやすい秋の日

はとつぷりと暮れてしまつていた。お腹もすくし、林檎と焼酒1瓶を買求めた。’

なんと東京を出るときあれほどやかましく云つておいたのに、小田原に着いた時

にはガソリンがもう1粁も走れん位に減つてしまつていた。秋山運転手はほうほ

うの態で、闇のガソリンを探して剛る。操している内に自動車が動かなくなりは

せんかと乗つている者も気が気でない。やつと電灯もない暗い蹄也に闇ガソリン

を見付けて、ホットした。

　秋も申ば過ぎ箱根の夜は寒い。Vスをついて急速度で登つていく。今は古ぼけ

たパッカPドだが、その頃日本人の粟る車では最上俸、先税までペソをかいてい

た秋山君は腕の見せどころと、得意になつて速力をだす。上からはときどき進駐

軍の車とトラックとがガスの間から突然現われてきて、その度毎にtヤヅとする。

余り寒いので門脇君持参の布団を拡げてもぐり込み、焼酒をちびちびやりながら

箱根を越えた。

　研究所へ着いたのは夜も11時すぎ、1e数人の若い人達に迎えられて、先ず本部

が三島に到着したわけである。三島組の心養しのお握りを食べて、修理中の宿舎

に入つた。朝早くでた荷物のトラヅクはまだ着いていなかつた。（翌る日、事故を

起しておくれたことがわかつた）。

　翌る朝は早速顔を洗う水がない。若い入達の努力によつて下の長泉寺からの1

ヵ月余りの水汲みが初まつた。それから後はガラン洞の大部屋の掃除と水汲みと

が当分の仕事であつた。畑は石の様に固い荒地であり、麹物は盗賊の棲家のよう

に塵と蜘蛛の巣だらけであつた。

今日の盛大なる5周年記念を見て，うたた感慨にたえぬものがある。

B．種子なし西瓜とダーリア

　暖かい三島の冬ごもりは伊豆一帯の見学に終つた。翌る年は春早々から種子ま

きにかかつたわけであるが・何といつても畑の土を作ることが先決間題であつて、

研究は予備実験の範囲をでない。若い血の気の多い諸君は歯ぎしりするが、何と

もしかたがない。そこで、木原生研創作の種子なし西瓜と小生蒐集のダーリアを

蒔えた。

　6月になると数十晶種のダーリアが見事に開いた。先ず三島の人々を驚うかし、

あちこちの新聞は大きく声きたてた。クスグッタイのは小生独りである。何も大
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して珍らしいものではなく、大輪、中輪、ポンポンとも手入れがよければ立派な

花をっける。もつとも此の頃は人々の気持がやつと落ち着きはじめて、花に関心

を持っ気分がでたばかりであるから、永い間殺風景な生活をした人々には驚ろき

であつたかもしれない。時機に投じたわけである。皆様に喜こんでもらつたのは

嬉しかつたが、何か研究をしているように思われたのにはちよつと困つだ。その

後翌る年も、その翌る年もダーリアは晩春から晩秋にかけて人気ものであつたが、

1年1年品種は減るし、茎も花も小さくなる、これは研究所発展の逆比例バ・メ

e－　4・’一である。というのは研究がようやく地に着くようになり、研究者が手一杯

に活動するようになると、観賞用のものは第1番におろそかにされる。従つて手

入が後手後手と回つて、後手に回される位ならまだしも、放りぱなしとなる。し

かも悪（価）花は良花を駆逐して、年々良い品種は消えてしまい、今日では残つた

ものが20品種もあろうか。先日もある新聞社の記者がダ←リアを撮りにきて、ダ

ーリアの研究について聞いたから、内訳話をした。これは国立の研究所ができな

かつたら、致し方ないから私は、たくさんの子供達を連れて花屋でも初めようか

と思つて、ダーリアを蒐めていたのである。幸い研究所ができたから、これをも

つて三島に来たわけである。初めの内は手間もあつたから、皆に可愛がられたが、

昨今では研究が忙しいから、継子あつかいにされて、しよんぼりしている。

　種子なし西瓜も昭和25年には大変可愛がられた。新しい畑の改良の意味もあつ

て、数量もたくさん作つたし、肥料もたくさんやつた。7月になると中食のとき、

先ず、おいしい西瓜がだされる。食生活のまだ悪いときであつたから、初めの内

は喜んで食べた。最中になると毎日、しかもその上午後3時頃になると、ガラン

洞の室々に「西瓜を食いにこい」とどなつて回る。美味しいの、まずいの、大き

いの小さいの、赤いの、黄色の、色々である。ダーリアと違つて少しは研究面も

含んでいるので、内部の構造、種子の状態、成熟度等を調べなければならない。

しかも種子有り、種子無し、4倍体の3組が各晶種に亘るわけであるから、全体

量は大変なものである。1週聞もつづくと20人ばかりの少人数では始末がつかな

い。皆も食いあきてしまつて、「今日もまだ西瓜か」というようになつてしまつ

た。ところが年がたつにつれて、西瓜も虐待されだして数量も少なくなるし、手

入も行きとどかなくなつた。それにもまして研究所内の実働人数が非常に増えて

4倍以上にもなつたので、西瓜にありつく機会は珍らしくなつてしまつた。これ

もダーリアと同じ道をたどつて研究所の発展に逆比例する。この2つとも研究所

の先ず第1の功労者ではあるのだがg

4§



創立5周年記念式典に出庸しで 辻　田　光　雄

　去る6月1日挙行された創立五周年記念式典に出席した際、いくつかの印象的

なことがあつた。そのうちでもとくに私に感銘を与えたのは所長の式辞であつた。

式辞といつてもその内容のことである。先ず遺伝学の重要性から説き、国立遺伝

学研究所設立に至る経練、幾多の飾関を突破して、やつと昭和24年6月1日法律

が制定されて・本研究所が般置されるに至つた。爾来満5年間、只管研究所が創

立の事業に終始してきた順末を審に脱き、姑物、施般、圃場の整備、部門の増設、

不十分乍らスタッフの拡充、賭外閲の遺伝学者の当研究所に対する関心、研究の’

推進、研究の発表法など細かいところまで脱明され、終りに戦後における日本の

困難な財政の下に、これまでに切り開いてきた遊は決して祖々たるものではなく、

否むしろ切り開くには余りに抵抗の多い茨の遵であつた。しかしこの道もここま

で拓かれてきたことは事実であり・この基礎の上に一姻本格的な研究態勢をとり

うるようになつたのであると述懐されているあたりは、聞く者をして感涙を覚え

しめるものがあつた。

　もう一つ式辞を朗読されるため壇上に立たれた所長は、いつになくやや固くな

つておられたように見うけられたのも印象に残るものがある。私達は平常、講演

に、テ・”一ブルスピーチに常に御得意の譜調と繭刺とを交え乍ら弁舌さわやかな御

姿を見倣れている。しかしその日の先生には多少意外な感をいだいたのは、私の

みではなかつたようである。しかしこれには理由が考えられないでもない。創立

以来現在の研究所にまで到達したのは、N体たる文部省の配慮によるはいうまで

もない。また関係外部の方々の援助や所内の諸先生の霊力もさること乍ら、只管

研究所の将来を思い・その基礎固めに過去5年間心魂を傾けてこられた所長とし

ては、恐らく誰にも増してこの日は感慨無量のものがあつたろうと思われる。そ

の感激が自ら先生をしてやや緊張せしめたのではなかろうかとひそかに想像した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
次第であつた。

　過ぐる昭和25年3月1日末明私は東京を出発して、未だ霜柱たつ箱根の山道を

トラックで荷物と共にここに引越し、その翌日より今の酒井研究室の一隅に据え

られた机に一人ボヅネンと座り、さて何から手をつけたものかと考えたのもつい

この間のことのような気がする。先づ農場では桑園整地、桑樹の植付に数十日余

を費し、実験蜜では実験の道具や設備を少しずつ整え乍ら仕事にかかり、実験材
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料のカイコを飼うため桑樹を求めて近傍の岡を越え、小川を渡りやつと探しあて、

桑葉の購入、桑園借入の契約などに苦心し、あるときは函南村の桑園まで摘桑の

ため、竹倉の鉄道トソネノレを列車通過の合間を見て、坂口君と共に危険を犯して

走つたのは、同年の春から秋にかけてであ？た。その頃に比べると現在では、構

内桑園も見違えるぱかりに立派になり、実験材料蚕の飼育には事欠かぬだけ十分

なものになつた。27年秋には電子顕微鏡室の完備、28年度には生化学実験室、低

温室などが整備され、それぞれの手技体得に研究室の人と共に夢中で1年ばかり

を過したことが走馬燈のように追憶される。

　所内におけるその他の施設、設備も相当整い、着任当時に比べると隔世の感を

’禁じえない。こういう事情の下に、延び延びになつていた開所式が5周年記念式

と兼ねて行われたのは、真に時機に適したものであつた。式典に参加したO課長

も『遺伝研とはどんなところにあり、どんな施設、設備をもつたところかと思つ

ていたが、場所もよいし、また短年月の間によくこれだけ立派なものにした』と

感心しておられた。これはあながちこの人だけの単なる御世辞ではなく、この式

典に参加された大多数の方々の所感であつたと思われる。

　5周年記念式典も無事すんで、これで研究所も真の発足をしたことになる。こ

れから仕事の上で大いに発展すべき段階に入つたわけである。それだけ一層所員

として責任の重大なるを感ぜざるをえないのである。

裏ぱなし 乙　藤　寛　一

　0　5周年記念式の際に頒布する記念晶については、何がよいかと研究所の幹

部で大分頭を捻つた駅であるが、予算の都合もあつて、結局は平凡な「風呂敷」

ということになつた。しかしこれを受けた人々の間では、案外評判がよかつたよ

うである。ある親しい一人からの通信に依れば、「物そのものは通俗であるが、ま

あヂザィンと色で生きている」というのである。これを読んでチョツトよい気分

になつた。実はヂザインは川島理一郎画伯の小さな同型をもとにして、その道に

堪能な吾等の小熊所長が自身で、型紙に画筆を揮われたものであり、色も所長自

から選択されたものであることを披露しておく。

　○夜の懇親会を4ヵ所に分けたことについては、その部分の記事にも出てい

ることと思うが、市内に大きな会場が無いことや、一定の時間内にともかく大勢

の宴会を終了させることのsテaケットなどから、誠に已むを得なかつた。4つ

の群の分け方にも、大いに智懸を絞つた積りである。会場によつて待遇を異にす
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る意図は、決して無かつたことを諒解して頂きたい。

　○　粗末ではあつたが、昼の祝宴と夜の懇親会とを重ねて行つたことについて、

来賓の1人で親密な友人である某研究所の部長さんは、「遺伝研にはよくもこんな

に費用がありますね」と軽く皮肉られた。「昼のは研究所自体の経費で、夜のは財

団の遣伝学普及会で負担して」と答えたことである。何も妙な支出のやり方は致

しません、堂々たるものでね、と心の申で、かすかに威張りたい様な気持であつ

た。

｛

1

～
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